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２
０
１
５
年
５
月
21
日
、
学
校
法
人
城
西
大
学

（
水
田
宗
子
理
事
長
）
は
創
立
50
周
年
を
記
念
し
て

元
マ
レ
ー
シ
ア
首
相
の
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
・
ビ
ン
・
モ

ハ
ン
マ
ド
（M

ahathir bin M
oham

ad

）
氏
を
招

い
た
講
演
会
「
平
和
へ
の
知
恵
―
―
未
来
の
リ
ー

ダ
ー
・
国
際
市
民
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
（Enhancing 

K
now

ledge for Peace: A
 m

essage to Future 
Leaders &

 Global Citizens

）」
を
、
東
京
紀
尾

井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
学
は
こ
の
日
、
講
演
会
を
記
念
し
て
マ
ハ

テ
ィ
ー
ル
氏
に
名
誉
博
士
号
を
授
与
す
る
と
と
も
に
、

法
人
本
部
内
に
「
ア
セ
ア
ン
研
究
セ
ン
タ
ー
（Josai 

Center for A
SEA

N Studies

）」
を
設
立
し
ま
し
た
。

　

本
学
は
50
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、
内
外

か
ら
世
界
的
に
影
響
力
の
あ
る
方
、
優
れ
た
研
究
業

績
を
残
さ
れ
た
方
な
ど
を
招
い
て
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材

育
成
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
水
田
三
喜
男
記

念
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
レ
ク
チ
ャ
ー
」
シ
リ
ー
ズ
を
展

開
す
る
こ
と
に
な
り
、
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
氏
の
講
演
会

が
そ
の
ス
タ
ー
ト
に
な
り
ま
し
た
。

　

マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
氏
は
マ
レ
ー
シ
ア
第
４
代
首
相
。

開
業
医
か
ら
政
治
家
に
転
じ
、
１
９
８
１
年
か
ら

２
０
０
３
年
ま
で
の
22
年
間
、
マ
レ
ー
シ
ア
で
は
最

長
の
首
相
を
務
め
ま
し
た
。
ア
ジ
ア
を
代
表
す
る
知

日
の
リ
ー
ダ
ー
で
、
欧
米
諸
国
で
は
な
く
日
本
の

経
済
成
長
を
見
習
お
う
と
い
う
「
ル
ッ
ク
イ
ー
ス

ト
（
東
方
）
政
策
」
を
唱
え
、
長
期
に
及
ぶ
強
力
な

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
り
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
国
力
を

飛
躍
的
に
増
大
さ
せ
ま
し
た
。

　

今
回
の
講
演
会
は
水
田
理
事
長
を
団
長
と
す
る
学

校
法
人
城
西
大
学
の
一
行
が
今
年
１
月
、
マ
レ
ー
シ

ア
を
訪
問
し
た
際
に
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
氏
の
自
宅
を
表

敬
訪
問
。「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
レ
ク
チ
ャ
ー
」
シ
リ
ー

ズ
へ
の
登
壇
を
依
頼
し
、
快
諾
を
得
た
こ
と
か
ら
実

現
し
ま
し
た
。

JOSAI INTERNATIONAL CENTER
for the Promotion of Art and Science
(JICPAS)

マハティール氏に名誉博士号を授与いたしました

講演するマハティール氏
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学
校
法
人
城
西
大
学
創
立
50
周
年
記
念 

水
田
三
喜
男
記
念「
グ
ロ
ー
バ
ル・レ
ク
チ
ャ
ー
」シ
リ
ー
ズ

「
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル 

マ
レ
ー
シ
ア
元
首
相 

講
演
会
」を
開
催

日
時
：
２
０
１
５
年
５
月
21
日

場
所
：
学
校
法
人
城
西
大
学
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス

水田三喜男記念

「グローバル・
レクチャー」
シリーズ

学生からマスコットを贈られたマハティール夫妻

水
田
三
喜
男
記
念「
グ
ロ
ー
バ
ル・レ
ク
チ
ャ
ー
」シ
リ
ー
ズ
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米
生
活
が
長
か
っ
た
水
田
理
事
長
が
、
旧
知
の
ヴ
ォ
ー

ゲ
ル
氏
に
依
頼
し
て
講
演
会
が
実
現
し
ま
し
た
。

　

ヴ
ォ
ー
ゲ
ル
氏
は
こ
の
日
午
前
、
城
西
大
学
や
城

西
国
際
大
学
の
教
職
員
、
学
生
・
留
学
生
ら
の
出
迎

え
を
受
け
て
、
坂
戸
キ
ャ
ン
パ
ス
に
到
着
。
水
田
美

術
館
で
収
蔵
の
浮
世
絵
を
鑑
賞
し
た
後
、
名
誉
博
士

号
授
与
式
と
講
演
会
に
臨
み
ま
し
た
。

　

清
光
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
名
誉
博
士
号
授
与
式
の

後
、
水
田
理
事
長
は
挨
拶
で
「
日
本
研
究
だ
け
で
な

く
、
こ
の
地
域
の
平
和
と
繁
栄
の
た
め
に
欠
く
こ
と

の
で
き
な
い
学
術
、
研
究
上
の
貢
献
を
さ
れ
た
」
と

ヴ
ォ
ー
ゲ
ル
氏
の
業
績
を
た
た
え
ま
し
た
。
講
演
会

で
ヴ
ォ
ー
ゲ
ル
氏
は
ベ
ル
リ
ン
の
壁
崩
壊
や
天
安
門

事
件
の
あ
っ
た
１
９
８
９
年
の
前
後
25
年
に
分
け
て
、

日
本
と
中
国
、
ア
メ
リ
カ
の
政
治
、
経
済
、
社
会
の

変
化
を
た
ど
り
ま
し
た
。
そ
し
て
今
後
の
東
ア
ジ
ア

を
展
望
す
る
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
「
経
済
成
長
の
継

続
」「
環
境
問
題
の
悪
化
」「
国
際
交
流
の
拡
大
」
を

挙
げ
ま
し
た
。
そ
の
う
え
で
、
ア
メ
リ
カ
は
「
中
国

と
環
境
問
題
で
協
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
指

摘
。
経
済
成
長
を
遂
げ
近
隣
諸
国
と
摩
擦
を
起
こ
し

て
い
る
中
国
に
対
し
て
は
「
低
姿
勢
の
外
交
政
策
を

取
る
べ
き
だ
」
と
提
言
し
ま
し
た
。
ま
た
、
日
本
に

つ
い
て
は
「
も
っ
と
自
然
な
英
語
を
学
ぶ
必
要
が
あ

る
」
と
述
べ
て
会
場
の
笑
い
を
誘
っ
た
後
、
韓
国
を

念
頭
に
「
隣
の
国
と
仲
良
く
す
る
た
め
に
も
う
少
し
我

慢
す
る
必
要
が
あ
る
。
国
の
代
表
は
思
い
や
り
と
責
任

感
を
」
と
結
び
ま
し
た
。
ヴ
ォ
ー
ゲ
ル
氏
は
、「
少
子

高
齢
化
時
代
に
若
い
世
代
は
何
を
す
べ
き
か
」
な
ど
と

の
学
生
の
質
問
に
も
丁
寧
に
お
答
え
に
な
り
ま
し
た
。

　

行
田
邦
子
参
院
議
員
や
清
水
勇
人
さ
い
た
ま
市
長

な
ど
来
賓
の
方
々
を
は
じ
め
、
城
西
大
学
と
城
西
国

際
大
学
の
教
職
員
や
学
生
、
研
究
者
や
近
隣
の
方
々

な
ど
ホ
ー
ル
を
埋
め
た
約
５
０
０
人
は
、
長
い
学
究

生
活
に
裏
打
ち
さ
れ
た
ヴ
ォ
ー
ゲ
ル
氏
の
話
に
熱
心

に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

講
演
会
後
は
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
も
行
わ
れ
、ヴ
ォ
ー

ゲ
ル
氏
を
囲
ん
で
歓
談
の
輪
が
広
が
り
ま
し
た
。

　

マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
氏
ら
一
行
は
５
月
21
日
午
前
、
城

西
大
学
や
城
西
国
際
大
学
の
教
職
員
や
学
生
・
留
学

生
が
出
迎
え
る
中
、
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
３

号
棟
と
１
号
棟
を
訪
れ
ま
し
た
。
１
号
棟
ホ
ー
ル
で

行
わ
れ
た
講
演
会
で
、
水
田
理
事
長
は
「
ア
ジ
ア
の

平
和
と
繁
栄
、
共
存
を
も
た
ら
し
た
偉
大
な
指
導
者

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
聴
く
こ
と
が
で
き
る
の
は
大
変
名

誉
な
こ
と
」
と
挨
拶
。
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
氏
は
講
演
で

「
マ
レ
ー
シ
ア
は
五
つ
の
国
と
国
境
を
接
し
領
土
問

題
を
抱
え
て
い
る
が
、
国
際
司
法
裁
判
所
の
判
断
に

従
っ
て
戦
争
を
起
こ
す
こ
と
な
く
解
決
し
て
き
た
」

と
述
べ
た
う
え
で
、「
日
本
は
他
国
と
の
争
い
に
戦

争
と
い
う
手
段
を
使
っ
て
は
な
ら
な
い
。
戦
争
は
最

大
の
犯
罪
と
い
う
価
値
観
を
世
界
に
広
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
な
ど
と
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

ホ
ー
ル
は
ア
ジ
ア
関
連
団
体
や
政
府
の
関
係
者
、

教
職
員
や
学
生
・
留
学
生
ら
で
満
席
。
両
大
学
の

サ
テ
ラ
イ
ト
で
も
学
生
ら
が
、
ア
ジ
ア
を
代
表
す
る

リ
ー
ダ
ー
の
貴
重
な
話
に
熱
心
に
聞
き
入
り
ま
し
た
。

　

講
演
会
後
は
ホ
テ
ル
に
会
場
を
移
し
て
午
餐
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
来
賓
の
前
日
本
経
団
連
会
長
の
米

倉
弘
昌
・
住
友
化
学
相
談
役
や
乾
杯
の
音
頭
を
取
っ

て
い
た
だ
い
た
杉
田
亮
毅
・
日
本
経
済
新
聞
社
元
会

長
、
伊
藤
芳
明
・
毎
日
新
聞
社
専
務
取
締
主
筆
の

方
々
を
交
え
て
歓
談
の
輪
が
広
が
り
ま
し
た
。

　

こ
の
日
開
所
し
た
ア
セ
ア
ン
研
究
セ
ン
タ
ー
は
東

京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
２
号
棟
に
置
か
れ
、
杉

林
堅
次
副
学
長
と
元
マ
レ
ー
シ
ア
観
光
大
臣
の
ン
・

イ
ェ
ン
イ
ェ
ン
（N

g Y
en Y

en

）
氏
が
所
長
に
就

任
。
今
後
、
ア
セ
ア
ン
地
域
と
日
本
に
お
け
る
学
術

交
流
・
共
同
研
究
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
広
く
国

際
関
係
を
支
え
る
人
材
の
育
成
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

ヴォーゲル氏に名誉博士号を贈る水田理事長

講演するヴォーゲル氏

　

２
０
１
５
年
６
月
13
日
、
学
校
法
人
城
西
大
学
（
水

田
宗
子
理
事
長
）
は
創
立
50
周
年
を
記
念
し
て
米
ハ
ー

バ
ー
ド
大
学
名
誉
教
授
の
エ
ズ
ラ
・
Ｆ
・
ヴ
ォ
ー
ゲ
ル

（Ezra F. Vogel

）
氏
を
招
い
た
講
演
会
「
東
ア
ジ
ア
：

こ
れ
か
ら
の
50
年
（East A

sia in the Next Fifty 
Years

）」
を
、
埼
玉
県
坂
戸
市
の
城
西
大
学
坂
戸
キ
ャ

ン
パ
ス
で
開
催
し
ま
し
た
。
本
学
は
講
演
会
を
記
念
し

て
、ヴ
ォ
ー
ゲ
ル
氏
に
名
誉
博
士
号
を
授
与
し
ま
し
た
。

　

本
学
は
50
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、
内
外

か
ら
世
界
的
に
影
響
力
の
あ
る
方
、
優
れ
た
研
究
業

績
を
残
さ
れ
た
方
な
ど
を
招
い
て
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材

の
育
成
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
水
田
三
喜
男

記
念
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
レ
ク
チ
ャ
ー
」
シ
リ
ー
ズ
を

展
開
し
て
い
ま
す
。
ヴ
ォ
ー
ゲ
ル
氏
は
、
５
月
21
日

の
元
マ
レ
ー
シ
ア
首
相
の
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
・
ビ
ン
・

モ
ハ
ン
マ
ド
（M

ahathir bin M
oham

ad
）
氏
に

次
い
で
２
人
目
の
登
壇
と
な
り
ま
し
た
。

　

ヴ
ォ
ー
ゲ
ル
氏
は
、
１
９
５
８
年
に
ハ
ー
バ
ー
ド
大

学
で
博
士
号
（
社
会
学
）
を
取
得
後
、
日
本
語
と
日
本

の
家
族
関
係
の
研
究
の
た
め
に
来
日
し
て
２
年
間
滞

在
し
ま
し
た
。
１
９
７
２
年
に
同
大
の
東
ア
ジ
ア
研

究
所
長
に
就
任
。
日
本
で
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
た

「
ジ
ャ
パ
ン
・
ア
ズ
・
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
」
を
79
年
に
発

表
し
ま
し
た
。
最
近
は
10
年
以
上
を
費
や
し
て
執
筆
、

２
０
１
３
年
に
発
表
し
た
「
現
代
中
国
の
父 

鄧
小
平
」

も
話
題
と
な
り
ま
し
た
。
比
較
文
学
研
究
者
と
し
て
滞

学
校
法
人
城
西
大
学
創
立
50
周
年
記
念 

水
田
三
喜
男
記
念「
グ
ロ
ー
バ
ル・レ
ク
チ
ャ
ー
」シ
リ
ー
ズ

「
エ
ズ
ラ
・
Ｆ
・
ヴ
ォ
ー
ゲ
ル
氏
に
よ
る
講
演
会
」を
開
催

日
時
：
２
０
１
５
年
６
月
13
日

場
所
：
城
西
大
学
坂
戸
キ
ャ
ン
パ
ス

水田三喜男記念

「グローバル・
レクチャー」
シリーズ
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２
０
１
５
年
７
月
９
日
、
学
校
法
人
城
西
大
学

（
水
田
宗
子
理
事
長
）
は
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
受
賞

者
の
小
林
誠
・
日
本
学
術
振
興
会
学
術
シ
ス
テ
ム
研

究
セ
ン
タ
ー
所
長
を
招
い
た
講
演
会
「
反
物
質
―
―

素
粒
子
か
ら
宇
宙
ま
で
―
―
」
を
、
埼
玉
県
坂
戸
市

の
坂
戸
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

本
学
は
50
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、
内
外
か

ら
世
界
的
に
影
響
力
の
あ
る
方
、
優
れ
た
研
究
業
績
を

残
さ
れ
た
方
な
ど
を
招
い
て
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成

に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
水
田
三
喜
男
記
念
「
グ

ロ
ー
バ
ル
・
レ
ク
チ
ャ
ー
」
シ
リ
ー
ズ
を
展
開
し
て
い

ま
す
。
小
林
氏
は
、
５
月
21
日
の
元
マ
レ
ー
シ
ア
首
相

の
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
・
ビ
ン
・
モ
ハ
ン
マ
ド
（M

ahathir 
bin M

oham
ad

）
氏
、
６
月
13
日
の
米
ハ
ー
バ
ー
ド
大

学
名
誉
教
授
の
エ
ズ
ラ
・
Ｆ
・
ヴ
ォ
ー
ゲ
ル
（Ezra F. 

Vogel

）
氏
に
次
い
で
３
人
目
の
登
壇
と
な
り
ま
し
た
。

　

小
林
氏
は
１
９
４
４
年
、
愛
知
県
生
ま
れ
。
素
粒

子
理
論
を
専
門
と
す
る
理
論
物
理
学
者
で
、
高
エ
ネ

ル
ギ
ー
物
理
学
研
究
所
（
現
・
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
加
速

器
研
究
機
構
）
教
授
や
・
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
加
速
器
研

究
機
構
素
粒
子
原
子
核
研
究
所
所
長
な
ど
を
歴
任
。
素

粒
子
の
世
界
に
存
在
す
る
「
破
れ
」
と
呼
ば
れ
る
非
対

称
性
の
理
論
化
に
取
り
組
ん
だ
功
績
で
、
２
０
０
８

年
、
益
川
敏
英
・
名
古
屋
大
学
素
粒
子
宇
宙
起
源
研
究

機
構
長
や
南
部
陽
一
郎
・
米
国
シ
カ
ゴ
大
学
名
誉
教
授

と
と
も
に
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

清
光
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
た
講
演
会
に
先
立
ち
、
水
田

理
事
長
は
「
日
本
だ
け
で
な
く
、
大
き
な
業
績
が
世
界

に
認
め
ら
れ
た
小
林
先
生
を
お
迎
え
す
る
の
は
、
誠
に

光
栄
な
こ
と
。
今
日
の
ご
講
演
は
、
私
ど
も
に
と
っ
て

非
常
に
大
切
な
も
の
で
あ
り
、
未
来
に
向
け
て
素
晴
ら

し
い
示
唆
を
い
た
だ
け
る
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

小
林
氏
は
「（
反
物
質
は
）
な
か
な
か
実
用
に
結
び

つ
か
な
い
も
の
で
は
あ
る
が
、
我
々
の
存
在
そ
の
も
の

に
関
わ
る
概
念
で
も
あ
る
」
と
前
置
き
し
た
う
え
で
、

粒
子
か
ら
出
来
る
物
質
の
構
造
の
説
明
を
手
始
め
に

粒
子
に
対
す
る
反
粒
子
の
概
念
と
そ
の
発
見
の
歴
史

に
触
れ
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
の
対
象
と
な
っ
た
「
Ｃ
Ｐ
対
称

性
の
破
れ
」
を
説
明
す
る
理
論
を
解
説
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
宇
宙
の
始
ま
り
の
ビ
ッ
グ
バ
ン
に
も
言
及
。
高

温
、
高
密
度
の
宇
宙
の
始
ま
り
で
は
粒
子
と
反
粒
子
が

共
存
し
て
い
る
が
、
冷
え
る
に
し
た
が
っ
て
反
粒
子
が

な
く
な
っ
て
粒
子
だ
け
の
宇
宙
に
な
る
と
し
て
、「
我
々

の
モ
デ
ル
で
は
（
宇
宙
の
進
化
は
）
説
明
で
き
な
い
。

未
知
の
破
れ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
存
在
す
る
の
で
は
な

い
か
」
と
今
後
の
研
究
の
方
向
性
を
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
に
引
き
続
き
、
元
文
部
科
学
省
事
務
次
官
で
本

学
大
学
院
セ
ン
タ
ー
長
の
小
野
元
之
理
事
と
の
ミ
ニ
対

談
も
行
わ
れ
、
小
林
氏
は
ノ
ー
ベ
ル
賞
授
賞
式
で
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
も
披
露
。
日
本
の
基
礎
研
究
の
将
来
に
つ
い

て
「
若
い
人
の
人
口
が
減
っ
て
き
て
い
る
。
そ
の
分
、

頑
張
ら
な
い
と
高
い
日
本
の
研
究
水
準
は
維
持
で
き
な

い
の
で
は
な
い
か
。
目
の
前
の
自
分
の
や
っ
て
い
る
こ

と
を
信
じ
て
や
っ
て
ほ
し
い
」
と
結
ば
れ
ま
し
た
。

　

質
疑
応
答
で
は
、
学
生
や
院
生
の
質
問
に
小
林
氏

は
丁
寧
に
お
答
え
に
な
り
、
藤
縄
善
朗
・
鶴
ヶ
島
市

長
は
じ
め
、
企
業
や
地
域
の
方
々
、
県
内
高
校
の
教

員
の
方
々
、
本
学
の
教
職
員
や
学
生
ら
約
６
０
０
人

が
興
味
深
い
お
話
に
聴
き
入
り
ま
し
た
。

　

経
営
学
部
棟
メ
デ
ィ
ア
エ
リ
ア
に
会
場
を
移
し
た

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で
は
、
小
林
氏
を
囲
ん
で
歓
談
の
ひ

と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。
小
林
氏
は
、
学
生
た
ち
が

求
め
た
記
念
撮
影
に
笑
顔
で
次
々
に
応
じ
て
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
。

学
校
法
人
城
西
大
学
創
立
50
周
年
記
念 

水
田
三
喜
男
記
念「
グ
ロ
ー
バ
ル・レ
ク
チ
ャ
ー
」シ
リ
ー
ズ

「
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞 

小
林
誠
先
生 

講
演
会
」を
開
催

日
時
：
２
０
１
５
年
７
月
９
日

場
所
：
城
西
大
学
坂
戸
キ
ャ
ン
パ
ス

水田三喜男記念

「グローバル・
レクチャー」
シリーズ

「物質の構造」について説明する小林先生

対談する小林先生（左）と小野理事

　

２
０
１
５
年
７
月
10
日
、
学
校
法
人
城
西
大
学

（
水
田
宗
子
理
事
長
）
は
創
立
50
周
年
を
記
念
し
、

ス
タ
ジ
オ
ジ
ブ
リ
・
代
表
取
締
役
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
、

鈴
木
敏
夫
氏
を
招
い
た
講
演
会
「
日
本
か
ら
世
界
に

広
が
る
ア
ニ
メ
：
芸
術
、
技
術
、
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
」

を
、東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

本
学
は
50
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、
内
外

か
ら
世
界
的
に
影
響
力
の
あ
る
方
、
優
れ
た
研
究
業

績
を
残
さ
れ
た
方
な
ど
を
招
い
て
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材

の
育
成
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
水
田
三
喜
男

記
念
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
レ
ク
チ
ャ
ー
」
シ
リ
ー
ズ
を

展
開
し
て
い
ま
す
。
鈴
木
氏
は
、
５
月
21
日
の
元
マ

レ
ー
シ
ア
首
相
の
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
・
ビ
ン
・
モ
ハ

ン
マ
ド
（M

ahathir bin M
oham

ad

）
氏
、
６
月

13
日
の
米
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
名
誉
教
授
の
エ
ズ
ラ
・

Ｆ
・
ヴ
ォ
ー
ゲ
ル
（Ezra F. V

ogel

）
氏
、
７
月

９
日
の
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
受
賞
者
の
小
林
誠
氏
に

次
い
で
４
人
目
の
登
壇
と
な
り
ま
し
た
。

学
校
法
人
城
西
大
学
創
立
50
周
年
記
念 

水
田
三
喜
男
記
念「
グ
ロ
ー
バ
ル・レ
ク
チ
ャ
ー
」シ
リ
ー
ズ

「
ス
タ
ジ
オ
ジ
ブ
リ
代
表
取
締
役
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

鈴
木
敏
夫
氏
に
よ
る
講
演
会
」を
開
催

日
時
：
２
０
１
５
年
７
月
10
日

場
所
：
学
校
法
人
城
西
大
学
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス

水田三喜男記念

「グローバル・
レクチャー」
シリーズ
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鈴
木
氏
は
１
９
４
８
年
、
名
古
屋
市
生
ま
れ
。

１
９
７
２
年
慶
応
義
塾
大
学
文
学
部
を
卒
業
後
、
徳

間
書
店
に
入
社
。「
週
刊
ア
サ
ヒ
芸
能
」
記
者
、「
ア

ニ
メ
ー
ジ
ュ
」
編
集
長
を
経
て
、
ス
タ
ジ
オ
ジ
ブ
リ

に
入
社
し
ま
し
た
。
高
畑
勲
、
宮
崎
駿
作
品
を
は
じ

め
と
す
る
ジ
ブ
リ
作
品
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
し
て

支
え
て
き
ま
し
た
。
主
な
作
品
に
「
も
の
の
け
姫
」

「
千
と
千
尋
の
神
隠
し
」「
崖
の
上
の
ポ
ニ
ョ
」「
風

立
ち
ぬ
」「
か
ぐ
や
姫
の
物
語
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

日
活
の
佐
藤
直
樹
社
長
の
お
力
添
え
で
、
今
回
の
特

別
講
演
会
が
実
現
し
ま
し
た
。

　

キ
ャ
ン
パ
ス
１
号
棟
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
講
演
に

先
立
ち
、
水
田
理
事
長
は
「
留
学
生
に
聞
く
と
、
多

く
が
ア
ニ
メ
を
通
じ
て
日
本
に
興
味
を
持
ち
、
日
本

に
来
た
と
の
答
え
が
返
っ
て
き
ま
す
。
そ
れ
ぐ
ら
い

ア
ニ
メ
は
日
本
だ
け
で
な
く
世
界
の
若
い
人
に
影
響

を
与
え
、
文
化
を
変
え
て
い
る
。
講
演
会
が
有
意
義

で
楽
し
い
時
間
と
な
る
よ
う
祈
念
し
て
い
ま
す
」
と

挨
拶
し
ま
し
た
。

　

本
学
の
日
本
・
ア
ジ
ア
映
像
研
究
セ
ン
タ
ー
長
で

あ
る
水
田
リ
ピ
ッ
ト
堯
・
南
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学

映
像
学
部
教
授
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
と
な
っ
た
講
演

で
、
鈴
木
氏
は
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
仕
事
に
つ
い
て

「
何
で
も
屋
だ
が
、
一
番
は
監
督
の
味
方
と
な
っ
て

信
じ
て
や
っ
て
い
く
、
そ
の
環
境
を
整
え
る
こ
と
」

と
述
べ
ま
し
た
。
創
作
に
つ
い
て
は
「
企
画
会
議
は

一
度
も
や
っ
た
こ
と
が
な
く
て
、
日
常
の
会
話
や
雑

談
の
中
か
ら
企
画
が
生
ま
れ
て
く
る
」
と
語
り
、「
風

の
谷
の
ナ
ウ
シ
カ
」
や
「
ハ
ウ
ル
の
動
く
城
」「
崖

の
上
の
ポ
ニ
ョ
」
な
ど
の
創
作
秘
話
を
披
露
し
ま
し

た
。

　

海
外
で
の
ジ
ブ
リ
ア
ニ
メ
の
反
応
の
違
い
や
好
き

な
映
画
に
も
言
及
。「
一
区
切
り
が
つ
い
た
の
で
、

影
響
を
受
け
た
ウ
デ
ィ
・
ア
レ
ン
の
ビ
デ
オ
を
集
め

て
い
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。
今
後
の
活
動
に
つ
い
て

は
、
長
編
ア
ニ
メ
か
ら
の
引
退
を
表
明
し
た
宮
崎
監

督
が
、
三
鷹
の
森
ジ
ブ
リ
美
術
館
で
上
映
す
る
短
編

ア
ニ
メ
「
毛
虫
の
ボ
ロ
」
を
３
Ｄ
Ｃ
Ｇ
で
制
作
し

て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、「
ス
ピ
ル
バ
ー
グ
や

ル
ー
カ
ス
が
新
し
い
映
画
の
潮
流
を
つ
く
っ
た
が
、

新
し
い
映
画
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
宮
崎
は
３
Ｄ
で

そ
れ
を
や
ろ
う
と
し
て
い
る
。
や
は
り
す
ご
い
と
思

う
」
と
語
り
ま
し
た
。

　

質
疑
応
答
で
、「
先
生
の
原
動
力
は
何
で
す
か
」

と
い
う
学
生
の
質
問
に
、
鈴
木
氏
は
「
一
人
で
は
何

も
で
き
な
い
。
仲
間
を
見
つ
け
て
一
緒
に
や
る
。
仲

間
の
存
在
は
す
ご
く
大
き
い
」
と
述
べ
、「
僕
と
宮

崎
の
場
合
は
、
お
互
い
負
け
ず
嫌
い
で
、
こ
の
人
に

負
け
る
か
と
い
う
気
持
ち
が
ど
っ
か
に
あ
る
。
そ
れ

が
原
動
力
で
す
ね
」
と
付
け
加
え
て
、
会
場
の
笑
い

を
誘
い
ま
し
た
。

　

会
場
の
ホ
ー
ル
と
中
継
し
た
大
教
室
で
は
、
メ

デ
ィ
ア
学
部
を
持
つ
城
西
国
際
大
学
と
城
西
大
学
の

教
職
員
や
学
生
、
留
学
生
が
、
ユ
ー
モ
ア
と
エ
ピ

ソ
ー
ド
に
富
ん
だ
鈴
木
氏
の
お
話
に
聴
き
入
り
ま
し

た
。

講演する鈴木氏（右）とインタビュアーの水田リピット教授（左）

　

学
校
法
人
城
西
大
学
は
創
立
記
念
日
の
２
０
１
５

年
４
月
20
日
、
城
西
大
学
坂
戸
キ
ャ
ン
パ
ス
（
埼
玉

県
坂
戸
市
）
の
清
光
ホ
ー
ル
で
創
立
50
周
年
を
記
念

し
た
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
き
ま
し
た
。
本
学
は
国
際

交
流
活
動
の
強
化
を
目
的
に
世
界
各
国
の
大
学
と

積
極
的
な
国
際
交
流
を
進
め
て
お
り
、
近
年
は
中
欧

諸
国
や
ア
セ
ア
ン
諸
国
の
大
学
と
の
交
流
を
強
化
し

て
い
ま
す
。
特
に
ハ
ン
ガ
リ
ー
と
は
、
２
０
０
７
年

の
ブ
ダ
ペ
ス
ト
商
科
大
学
（Budapest Business 

School
）
を
皮
切
り
に
現
在
は
９
校
と
学
術
交
流
協

定
を
締
結
し
て
お
り
、
多
く
の
学
生
が
行
き
来
し
て

交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。
こ
の
日
の
コ
ン
サ
ー
ト

は
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
関
係
の
深
い
演
奏
家
の
方
々
を

招
い
て
開
か
れ
ま
し
た
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
に
先
立
ち
、
水
田
宗
子
理
事
長
は

挨
拶
で
「
本
日
は
創
立
50
周
年
の
最
初
の
幕
開
け

の
行
事
で
す
」
と
創
立
記
念
日
に
触
れ
た
後
、「
ハ

ン
ガ
リ
ー
と
の
関
係
は
私
ど
も
が
国
際
教
育
を
推

進
す
る
う
え
で
大
き
な
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
は
リ
ス
ト
を
は
じ
め
著
名
な
音
楽

家
を
輩
出
。
活
躍
中
の
演
奏
家
の
方
々
を
招
い
た
本

日
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
」
と
述

べ
ま
し
た
。
続
い
て
来
賓
の
駐
日
ハ
ン
ガ
リ
ー
大
使

館
の
セ
ル
ダ
ヘ
イ
・
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
（István 

Szerdahelyi

）
大
使
は
「
ハ
ン
ガ
リ
ー
か
ら
要
人

が
来
る
際
は
必
ず
城
西
大
学
を
訪
問
し
て
素
晴
ら
し

い
業
績
を
直
接
見
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
本
日
、
ハ

ン
ガ
リ
ー
の
音
楽
を
皆
さ
ん
に
聴
い
て
い
た
だ
け
る

こ
と
は
本
当
に
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
」
と
感
謝
の

言
葉
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

周
年
記
念
事
業

学
校
法
人
城
西
大
学
創
立
50
周
年
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催

日
時
：
２
０
１
５
年
４
月
20
日

場
所
：
城
西
大
学
坂
戸
キ
ャ
ン
パ
ス

周年記念事業

学生の質問に答える鈴木氏
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２
０
１
５
年
７
月
１
日
、
学
校
法
人
城
西
大
学
（
水

田
宗
子
理
事
長
）
は
埼
玉
県
坂
戸
市
の
城
西
大
学
坂

戸
キ
ャ
ン
パ
ス
に
「
水
田
三
喜
男
記
念
館
展
示
室
」

を
開
設
し
ま
し
た
。
本
学
は
創
立
50
周
年
を
記
念
し
、

創
立
者
水
田
三
喜
男
の
足
跡
を
た
ど
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
そ
の
哲
学
と
理
念
を
共
有
し
、
本
学
の
さ
ら
な
る

発
展
の
礎
と
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
水
田
三
喜
男
記
念

館
の
建
設
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
、
記
念
館

竣
工
ま
で
の
間
、
総
合
体
育
館
の
学
生
ホ
ー
ル
を
整
備

し
て
展
示
室
を
オ
ー
プ
ン
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　

日
本
人
の
父
と
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
の
母
を
持
つ
金

子
三
勇
士
さ
ん
の
ピ
ア
ノ
演
奏
に
よ
る
シ
ョ
パ
ン

「
ポ
ロ
ネ
ー
ズ
第
６
番
変
イ
長
調
『
英
雄
』」
か
ら

コ
ン
サ
ー
ト
は
ス
タ
ー
ト
。
ブ
ダ
ペ
ス
ト
生
ま
れ

の
コ
ハ
ー
ン
・
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
さ
ん
（István 

K
ohán

、
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
）、
半
田
美
和
子
さ
ん
（
ソ

プ
ラ
ノ
）、
セ
ル
ダ
ヘ
イ
大
使
の
夫
人
で
友
情
出
演

の
セ
ル
ダ
ヘ
イ
玲
子
さ
ん
（Reiko Szerdahelyi

、

ピ
ア
ノ
）
の
方
々
に
よ
っ
て
、
リ
ス
ト
（Liszt

）
の

「
コ
ン
ソ
レ
ー
シ
ョ
ン
第
３
番
」、
同
じ
く
ハ
ン
ガ

リ
ー
出
身
の
バ
ル
ト
ー
ク
（Bartok

）
の
「
ル
ー
マ

ニ
ア
民
族
舞
曲
」
を
は
じ
め
、
中
田
喜
直
作
曲
の
日

本
の
歌
曲
や
ア
ン
コ
ー
ル
の
滝
廉
太
郎
作
曲
「
花
」

な
ど
14
曲
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
ハ
ン
ガ
リ
ー

友
好
協
会
の
猪
谷
晶
子
専
務
理
事
や
協
会
の
会
員
の

皆
さ
ま
や
地
域
の
方
々
、
教
職
員
や
学
生
・
留
学
生

な
ど
約
５
０
０
人
が
、
晴
れ
や
か
で
美
し
い
演
奏
に

聴
き
入
り
ま
し
た
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
を
機
に
、
本
学
と
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
そ

し
て
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
大
学
と
の
一
層
の
交
流
の
推
進

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

本
学
は
、
大
蔵
大
臣
な
ど
を
歴
任
し
た
水
田
三
喜

男
が
１
９
６
５
年
４
月
、「
学
問
を
通
し
て
の
人
間

形
成
」
を
建
学
の
精
神
と
し
て
坂
戸
市
に
創
立
し
ま

し
た
。
１
９
８
３
年
に
城
西
大
学
女
子
短
期
大
学
部

（
そ
の
後
城
西
短
期
大
学
）、
１
９
９
２
年
に
は
千
葉

県
東
金
市
に
城
西
国
際
大
学
を
開
設
。
２
０
０
５
年

に
は
三
つ
の
大
学
を
結
ぶ
中
心
点
と
し
て
東
京
都
千

代
田
区
紀
尾
井
町
に
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
を

開
設
し
て
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

左から、金子さん、半田さん、コハーンさん

城
西
大
学
坂
戸
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
、水
田
三
喜
男
記
念
館

展
示
室
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た

日
時
：
２
０
１
５
年
７
月
１
日

場
所
：
城
西
大
学
坂
戸
キ
ャ
ン
パ
ス

周年記念事業

挨拶するセルダヘイ大使金子さん（奥）とセルダヘイ玲子さんによる連弾

テープカットの様子

執務机と大礼服
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２
０
１
５
年
９
月
１
日
、「
城
西
国
際
大
学 

国
際

学
生
寮 

安
房
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
」（
以
下

Ａ
Ｇ
Ｖ
）
の
定
礎
式
と
竣
工
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

長
谷
川
孝
夫
・
鴨
川
市
長
を
は
じ
め
、
観
光
学
部

協
力
会
、
ア
パ
ー
ト
オ
ー
ナ
ー
会
、
父
母
後
援
会
、

同
窓
生
や
創
立
者
生
家
の
周
辺
な
ど
の
地
域
の
皆
様

　

総
合
体
育
館
前
で
行
わ
れ
た
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
・

セ
レ
モ
ニ
ー
に
は
、
ゲ
オ
ル
ギ
・
ヴ
ァ
シ
レ
フ

（Georgi V
assilev

）
駐
日
ブ
ル
ガ
リ
ア
大
使
夫
妻

や
石
川
清
・
坂
戸
市
長
、
石
橋
清
孝
・
千
葉
県
議
会

議
員
を
は
じ
め
、
城
西
大
学
と
城
西
国
際
大
学
（
千

葉
県
東
金
市
）
の
地
元
の
自
治
体
関
係
者
や
地
域
の

方
々
、
教
職
員
や
学
生
ら
約
６
０
０
人
が
参
加
し
ま

し
た
。
水
田
理
事
長
は
挨
拶
の
冒
頭
で
「
大
勢
の

方
々
に
お
い
で
い
た
だ
き
、
今
日
、
創
立
者
記
念
館

の
展
示
室
を
見
て
い
た
だ
け
る
こ
と
は
大
変
あ
り
が

た
く
思
っ
て
お
り
ま
す
」
と
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ま

し
た
。

　

そ
の
う
え
で
「
学
生
は
じ
め
多
く
の
同
窓
生
、
関

係
者
の
方
々
に
城
西
の
歴
史
を
共
有
し
て
い
た
だ
く

と
の
目
的
を
持
っ
て
、
記
念
館
を
建
設
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
創
立
者
は
明
治
の
志
を
持
ち
、
教
育

を
信
じ
て
、
社
会
の
た
め
国
の
た
め
、
さ
ら
に
は
国

際
社
会
の
た
め
に
貢
献
し
て
い
く
人
材
を
育
て
る
こ

と
が
自
分
の
任
務
と
考
え
、
亡
く
な
る
ま
で
力
を
入

れ
て
き
ま
し
た
」
と
創
立
者
の
業
績
に
触
れ
、「
仮

の
展
示
で
は
あ
り
ま
す
が
、
今
日
だ
け
で
な
く
ま

た
、
坂
戸
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
足
を
お
運
び
い
た
だ
き

た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

水
田
理
事
長
や
ヴ
ァ
シ
レ
フ
大
使
、
石
川
市
長
、

石
橋
議
員
、
学
生
代
表
ら
が
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
し
て

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
祝
い
、
内
覧
に
移
り
ま
し
た
。
展

示
室
は
約
１
６
０
㎡
。「
水
田
三
喜
男
の
原
風
景
」

「
焼
野
原
か
ら
の
復
興
」「
城
西
大
学
の
創
設
」
の
３

コ
ー
ナ
ー
に
映
像
エ
リ
ア
が
設
け
ら
れ
、
パ
ネ
ル
展

示
の
ほ
か
、
勲
一
等
旭
日
大
綬
章
や
各
国
か
ら
の
勲

章
、
銀
盃
、
大
臣
名
札
、
執
務
机
な
ど
か
ら
、
碁

盤
、
す
ず
り
石
、
大
礼
服
な
ど
ゆ
か
り
の
品
々
を
含

め
約
１
３
０
点
を
展
示
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
映
像

エ
リ
ア
で
は
創
立
者
の
生
い
立
ち
か
ら
業
績
、
な
ら

び
に
本
学
の
発
展
の
歴
史
が
映
像
で
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
展
示
に
際
し
て
は
、
創
立
者
の
出
身
地
で

ゆ
か
り
の
品
々
を
収
蔵
・
展
示
し
て
い
る
鴨
川
郷
土

資
料
館
の
協
力
を
受
け
ま
し
た
。

　

内
覧
後
、
ヴ
ァ
シ
レ
フ
大
使
夫
妻
は
水
田
理
事
長

の
案
内
で
、
短
大
30
周
年
を
記
念
し
て
２
０
１
３
年

10
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
「
水
田
清
子
記
念
ロ
ー
ズ

ガ
ー
デ
ン
」
を
訪
れ
、
バ
ラ
を
鑑
賞
さ
れ
ま
し
た
。

開
園
時
、
ヴ
ァ
シ
レ
フ
大
使
か
ら
贈
ら
れ
た
20
本
の

ブ
ル
ガ
リ
ア
ン
・
ロ
ー
ズ
の
苗
木
は
大
き
く
育
ち
、

ご
夫
妻
は
赤
い
大
輪
を
前
に
笑
顔
で
記
念
撮
影
に
応

じ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　

経
営
学
部
棟
の
メ
デ
ィ
ア
エ
リ
ア
で
行
わ
れ
た
レ

セ
プ
シ
ョ
ン
で
は
、
ヴ
ァ
シ
レ
フ
大
使
を
は
じ
め
石

橋
県
議
、
古
川
浩
一
・
東
金
市
副
市
長
、
庄
司
政

夫
・
鴨
川
市
副
市
長
、
佐
藤
秀
樹
・
毛
呂
山
町
議
会

副
議
長
、
鈴
木
文
雄
・
城
西
大
学
同
窓
会
長
の
方
々

か
ら
、
展
示
室
オ
ー
プ
ン
へ
の
お
祝
い
の
言
葉
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

に
加
え
て
、
大
連
理
工
大
学
（D

alian U
niversity 

of T
echnology

）
の
杜
鳳
剛
（D

u FengGang

）

先
生
、
フ
ラ
ン
ス
・
パ
リ
東
大
学
ク
レ
テ
イ
ユ
校

（U
niversité Paris-Est Créteil V

al de M
arne

）

の
エ
リ
ッ
ク
・
ハ
ー
ツ
ラ
ー
（Eric H

ertzler

）
先

生
や
イ
タ
リ
ア
・
デ
ル
ビ
ア
ン
コ
財
団（Fondazione 

Rom
ualdo D

el Bianco

）
の
コ
リ
ン
ナ
・
デ
ル
ビ

ア
ン
コ
（Corinna D

el Bianco

）
理
事
な
ど
の

海
外
か
ら
の
来
賓
の
方
々
に
も
ご
参
列
頂
き
ま
し

た
。

　

ま
た
、
設
計
・
建
築
に
ご
尽
力
く
だ
さ
っ
た
大
田

純
穂
・
先
生
を
は
じ
め
「
大
田
建
築
設
計
研
究
所
」

な
ら
び
施
工
会
社
の
清
水
建
設
、
高
砂
熱
学
工
業
や

ユ
ア
テ
ッ
ク
の
関
係
者
様
も
見
守
る
中
、
竣
工
式
は

厳
か
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
竣
工
し
た
Ａ
Ｇ
Ｖ
は
、
学
校
法
人
創
立
50
周

年
事
業
の
一
環
と
し
て
、
教
育
環
境
の
充
実
を
さ
ら

に
目
指
し
て
建
設
が
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。
主
に
留

学
生
を
対
象
と
し
た
収
容
人
数
１
０
１
名
の
国
際
学

生
寮
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

Ａ
Ｇ
Ｖ
は
、
建
物
で
中
庭
を
囲
む
よ
う
な
構
造

が
特
徴
と
な
っ
て
お
り
、
学
生
同
士
や
地
域
の
皆

様
と
の
交
流
な
ど
を
深
め
る
空
間
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ハ
ウ
ス
マ
ス
タ
ー
や
国
際
学
生
委
員
会
（
仮
）

な
ど
が
中
心
と
な
っ
て
地
域
と
の
連
携
を
深
め
つ

つ
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
実
施
し
て

い
き
ま
す
。

　

Ａ
Ｇ
Ｖ
に
お
い
て
、「
生
活
の
場
」
の
み
な
ら
ず
、

語
学
、
異
文
化
理
解
や
コ
ミ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
「
学

び
の
場
」
や
「
国
際
交
流
の
場
」
を
通
じ
て
「
学
内

留
学
」
を
さ
ら
に
具
現
化
し
、
ア
ジ
ア
な
ど
で
活
躍

で
き
る
「
グ
ロ
ー
バ
ル
観
光
人
材
」
を
育
成
し
て
い

き
ま
す
。

国
際
学
生
寮 

安
房
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
の

定
礎
式
と
竣
工
式
を
挙
行

日
時
：
２
０
１
５
年
９
月
１
日

場
所
：
城
西
国
際
大
学
国
際
学
生
寮
安
房
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ

周年記念事業

テープカットの様子

AGV 中庭
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【
城
西
大
連
・
東
北
学
友
会
】

学
校
法
人
城
西
大
学
創
立
50
周
年
記
念

城
西
大
連
・
東
北
学
友
会
を
開
催

　

２
０
１
５
年
５
月
30
日
、
大
連
市
内
の
ホ
テ
ル

で
学
校
法
人
城
西
大
学
創
立
50
周
年
記
念 

城
西
大

連
・
東
北
学
友
会
第
４
回
目
の
交
流
会
を
開
催
。
今

回
は
、
昨
年
亡
く
な
ら
れ
た
村
井
隆
先
生
を
偲
ぶ
会

で
も
あ
り
ま
し
た
。
司
会
は
、
日
中
連
携
大
学
院
の

学
生
で
も
あ
る
由
志
慎
（
大
連
理
工
大
学
外
国
語

学
院
（School of Foreign Languages, D

alian 
U

niversity of T
echnology

）
副
院
長
）
さ
ん
が

務
め
ま
し
た
。

　

城
西
大
学
・
城
西
国
際
大
学
で
学
ん
だ
日
中
連

携
大
学
院
の
卒
業
生
、
在
学
生
を
は
じ
め
、
Ｊ

Ｍ
Ｂ
Ａ
ス
カ
ラ
シ
ッ
プ
や
共
同
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
卒
業
生
、〝
向
坊
隆
記
念
〟
村
井
隆
奨
学

金
、〝
水
田
三
喜
男
記
念
〟
水
田
宗
子
奨
学
金
の

受
賞
生
、
私
費
留
学
の
卒
業
生
等
な
ど
に
加
え
、

大
連
市
人
民
対
外
友
好
協
会
（D

alian Peaple 
Foreign Firendly A

ssociation
）、
大
連
理
工

大
学
、
大
連
外
国
語
大
学
（D

alian U
niversity 

of Foreign Languages

）、
中
国
東
北
大
学

（N
ortheastern U

niversity

）
か
ら
村
井
先
生
と

ご
縁
の
深
い
方
々
、
多
く
の
来
賓
の
先
生
方
な
ど

が
出
席
し
ま
し
た
。

　

水
田
宗
子
理
事
長
は
、
卒
業
生
と
の
再
会
を
喜
ぶ

と
と
も
に
「
村
井
先
生
の
ご
遺
志
を
継
い
で
、
日
中

両
国
の
人
材
育
成
を
今
後
も
推
進
し
て
ま
い
り
た

い
。」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
城
西
大
学
名
誉
博
士
・
中
国
高
級
経
理

学
院
（China Business Executives A

cadem
y, 

D
alian

）
元
顧
問
・
林
安
西
（Lin A

nxi

）
先

生
と
大
連
理
工
大
学
元
書
記
・
張
徳
祥
（Zhang 

D
exiang

）
先
生
、
お
よ
び
大
連
市
中
日
友
好
学

友
会
会
長
（President of the D

alian China-

Japan A
lum

ni A
ssociation

）
も
務
め
る
大
連

理
工
大
学
の
杜
鳳
剛
（D

u Fenggang

）
先
生
や
、

大
連
外
国
語
大
学
の
陳
岩
（Chen Y

an

）
先
生
な

ど
か
ら
心
の
こ
も
っ
た
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

今
回
集
ま
っ
た
卒
業
生
た
ち
は
、
今
後
と
も
努
力

を
惜
し
ま
ず
、
一
生
懸
命
に
学
問
に
励
み
、
日
本
語

教
育
の
発
展
、
そ
し
て
、
中
日
の
相
互
理
解
に
自
分

な
り
の
力
で
貢
献
し
た
い
、
そ
し
て
、
母
校
の
さ
ら

な
る
発
展
の
た
め
に
力
を
尽
く
し
て
い
き
た
い
と

口
々
に
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
最
後
に
城
西
大
連
・
東
北
学
友
会
か
ら
、

母
校
の
創
立
50
周
年
に
あ
た
り
、
大
連
の
シ
ン
ボ

ル
で
あ
る
ア
カ
シ
ア
の
木
の
贈
呈
と
水
田
三
喜
男

記
念
館
に
飾
る
た
め
の
何
か
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
と
発
表
が
あ
り
、
大
変
感
激
し

ま
し
た
。

【
大
連
外
国
語
大
学
】

大
連
外
国
語
大
学
孫
玉
華
学
長
表
敬
訪
問

　

２
０
１
５
年
６
月
２
日
、
ロ
シ
ア
出
張
か
ら
帰
ら

れ
た
ば
か
り
の
大
連
外
国
語
大
学
の
孫
玉
華
（Sun 

Y
uhua

）
学
長
が
、
瀋
陽
へ
移
動
す
る
直
前
の
我
々

一
行
を
ホ
テ
ル
に
お
訪
ね
い
た
だ
き
、
親
し
く
懇
談

を
行
い
ま
し
た
。
水
田
理
事
長
と
旧
交
を
温
め
る
良

い
機
会
と
な
っ
た
ば
か
り
で
は
な
く
、
城
西
大
学
・

城
西
国
際
大
学
と
大
連
外
国
語
大
学
と
の
今
後
の
交

流
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
も
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
高
齢

者
福
祉
に
関
す
る
新
し
い
学
科
を
本
学
と
の
協
力
・

交
流
を
も
と
に
創
っ
て
い
き
た
い
と
い
う
希
望
を
述

べ
て
お
ら
れ
、
今
後
の
ま
す
ま
す
の
交
流
の
発
展
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
ロ
シ
ア
語
が
ご
専
門
の
孫
学
長
は
、
早
速

に
水
田
理
事
長
の
『
書
か
れ
な
か
っ
た
ラ
ブ
レ
タ
ー

（U
nw

ritten Love Letter
）』
楽
譜
集
に
ロ
シ
ア

語
訳
を
寄
せ
て
い
た
だ
き
、
多
言
語
教
育
へ
も
お
力

添
え
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

大
連
外
国
語
大
学
に
お
い
て

「
現
代
詩
と
翻
訳
」国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

　

２
０
１
５
年
６
月
１
日
、
大
連
外
国
語
大
学
に
お

い
て
、
大
連
外
国
語
大
学
・
城
西
大
学
・
城
西
国
際

大
学
主
催
、
日
中
短
詩
協
会
後
援
に
よ
る
国
際
合
同

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
〝
日
中
現
代
詩
を
め
ぐ
っ
て
―
―

「
現
代
詩
と
翻
訳
」〟
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

第
一
部
と
し
て
、
開
会
の
挨
拶
が
大
連
外
国
語

大
学
・
劉
宏
（Liu H

ong

）
副
学
長
と
学
校
法
人

城
西
大
学
・
水
田
宗
子
理
事
長
か
ら
あ
り
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
漢
俳
に
つ
い
て
の
講
演
が
、
陳
岩
先

生
（
大
連
外
国
語
大
学
）
よ
り
、
そ
の
後
、「
河
の

女
神
の
声
」
と
題
す
る
深
い
詩
の
話
が
、
吉
増
剛

造
先
生
（
詩
人
・
城
西
国
際
大
学
）
よ
り
な
さ
れ

ま
し
た
。

学友会 全員で記念写真

座談会の様子

国
際
交
流
活
動

学
校
法
人
城
西
大
学
一
行
が
大
連
・
瀋
陽
を
訪
問

日
時
：
２
０
１
５
年
５
月
30
日
～
６
月
４
日

場
所
：
大
連
外
国
語
大
学
、大
連
理
工
大
学
、東
北
財
経
大
学
、

　
　
　

東
北
大
学
、中
華
人
民
共
和
国
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第
二
部
は
、
詩
人
に
よ
る
朗
読
会
で
、
吉
増

剛
造
、
水
田
宗
子
、
簫
簫
（X

iao X
iao

）、
寒
煙

（H
an Y

an

）、
田
原
（T

ian Y
uan

）、
カ
リ
ヨ
ン

通
り
の
会
の
仲
間
に
よ
る
今
回
の
た
め
に
作
ら
れ
た

四
行
連
詩
が
読
み
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
詩
人
た
ち
が

そ
れ
ぞ
れ
の
母
語
作
品
を
読
み
終
わ
り
、
次
に
大
連

外
大
の
学
生
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
の
訳
さ
れ
た
日
本
語

の
詩
を
読
み
上
げ
た
の
で
す
が
、
も
っ
と
も
感
激
し

た
の
は
、
学
生
た
ち
の
日
本
語
の
発
音
が
流
暢
だ
っ

た
だ
け
で
な
く
、
瞳
を
輝
か
せ
な
が
ら
、
そ
の
詩
行

に
潜
む
リ
ズ
ム
感
と
詩
人
の
隠
し
た
感
情
ま
で
も
正

確
に
読
ん
だ
こ
と
で
し
た
。
こ
れ
は
両
大
学
に
と
っ

て
、
新
鮮
か
つ
有
意
義
な
試
み
だ
っ
た
と
言
え
ま

す
。

　

第
三
部
は
、「
詩
と
翻
訳
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ

に
、
水
田
宗
子
、
陳
岩
、
杜
鳳
剛
、
劉
利
國
（Liu 

Liguo

）、
吉
増
剛
造
、
田
原
諸
氏
に
よ
る
「
カ
リ

ヨ
ン
通
り
」
座
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
詩
の
翻

訳
の
困
難
さ
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
話

が
あ
り
、
そ
の
解
説
も
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
ど

う
し
て
も
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
だ
と
い

う
こ
と
で
一
致
を
み
ま
し
た
。

　

日
中
の
大
学
で
連
携
し
て
多
く
の
詩
人
を
招
き
、

現
代
詩
と
翻
訳
に
つ
い
て
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催

で
き
た
こ
と
は
、
非
常
に
多
く
の
意
味
と
教
育
的
効

果
が
あ
り
ま
し
た
。
今
後
も
継
続
的
に
行
っ
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
大
連
理
工
大
学
】

大
連
理
工
大
学 

魏
小
鵬
党
委
書
記
表
敬
訪
問

　

２
０
１
５
年
６
月
２
日
、
水
田
宗
子
理
事
長
を
団

長
と
す
る
学
校
法
人
城
西
大
学
一
行
は
、
新
し
く
就

任
さ
れ
た
魏
小
鵬
（W

ei X
iaopeng

）
党
委
書
記

を
表
敬
訪
問
い
た
し
ま
し
た
。

　

魏
党
委
書
記
は
、
こ
れ
ま
で
の
大
連
理
工
大
学
と

本
学
の
交
流
の
経
緯
な
ら
び
に
実
績
を
す
べ
て
理
解

し
て
お
ら
れ
、
奨
学
金
授
与
、
日
中
連
携
大
学
院
、

Ｊ
Ｍ
Ｂ
Ａ
制
度
、
水
田
三
喜
男
記
念
文
庫
、
本
学

へ
の
研
修
訪
問
に
つ
い
て
、
一
つ
一
つ
あ
げ
て
感

謝
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
今
回
が
初
め
て
の
会
見

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
長
い
時
間
を
い
た
だ
き
、

今
後
の
交
流
に
つ
い
て
も
懇
談
が
な
さ
れ
、
こ
れ

ま
で
の
交
流
を
大
切
に
し
つ
つ
、
あ
ら
た
に
広
が
り

を
も
っ
た
関
係
に
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し

た
。

大
連
理
工
大
学
に
て
、

〝
向
坊
隆
記
念
〟村
井
隆
奨
学
金
、

〝
水
田
三
喜
男
記
念
〟

水
田
宗
子
奨
学
金
授
与
式
お
よ
び

水
田
三
喜
男
記
念
文
庫
第
11
次
贈
呈
式
を
挙
行

　

２
０
１
５
年
６
月
２
日
、
水
田
理
事
長
と
魏
小

鵬
党
委
書
記
の
会
見
に
引
き
続
き
、
賈
振
元
（Jia 

Zhenyuan

）
副
学
長
を
は
じ
め
同
大
学
の
先
生

方
の
ご
出
席
の
も
と
、〝
向
坊
隆
記
念
〟
村
井
隆

奨
学
金
、〝
水
田
三
喜
男
記
念
〟
水
田
宗
子
奨
学

金
授
与
式
が
行
わ
れ
、
大
連
理
工
大
学
大
学
院
の

両
奨
学
生
計
20
名
に
水
田
理
事
長
お
よ
び
村
井
隆

顧
問
か
ら
奨
学
金
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
授
与
さ

れ
た
院
生
は
、
い
ず
れ
も
大
連
理
工
大
学
の
各
専

門
分
野
の
博
士
課
程
と
修
士
課
程
か
ら
特
に
選
ば

れ
た
皆
さ
ん
で
あ
り
、
今
後
の
研
究
活
動
、
そ
し

て
社
会
で
の
活
躍
を
大
い
に
期
待
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

そ
の
後
引
き
続
き
、
水
田
三
喜
男
記
念
文
庫
の

贈
呈
式
が
行
わ
れ
、
城
西
大
学
・
福
島
和
伸
先
生

か
ら
大
連
理
工
大
学
経
済
管
理
学
部
（Faculty 

of M
anagem

ent and Econom
ics of D

alian 
U

niversity of T
echnology

）
学
部
長
の
蘇
敬
勤

（Su Jingqing

）
先
生
に
文
庫
の
目
録
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。
水
田
三
喜
男
先
生
が
日
本
経
済
発
展
に

大
き
く
貢
献
さ
れ
た
軌
跡
を
辿
る
図
書
か
ら
選
書

を
始
め
、
今
回
ま
で
累
計
８
８
３
冊
を
寄
贈
。
今

回
は
、
第
11
回
、
白
書
な
ど
政
府
系
刊
行
物
、
学

校
法
人
城
西
大
学
出
版
会
の
新
刊
図
書
、
城
西
大

学
・
城
西
国
際
大
学
の
紀
要
に
加
え
、
女
性
リ
ー

ダ
ー
育
成
の
図
書
な
ど
、
計
64
冊
を
寄
贈
し
ま
し

た
。
こ
の
記
念
文
庫
は
、
大
連
理
工
大
学
経
済
管
理

学
部
Ｍ
Ｂ
Ａ
に
設
置
さ
れ
、
日
本
の
経
済
や
ビ
ジ
ネ

ス
に
関
心
の
あ
る
研
究
者
・
院
生
、
城
西
大
学
大
学

院
経
営
学
研
究
科
と
の
Ｊ
Ｍ
Ｂ
Ａ
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
留

学
予
定
の
院
生
に
、
と
く
に
多
く
利
用
さ
れ
て
い
る

と
の
こ
と
で
す
。

【
東
北
財
経
大
学
】

東
北
財
経
大
学
と
協
定
を
締
結
し
ま
し
た

　

水
田
宗
子
理
事
長
を
団
長
と
す
る
一
行
は
、
２
０

１
５
年
６
月
２
日
に
大
連
市
に
あ
る
東
北
財
経
大
学

（Dongbei University of Finance and Econom
ics

）

を
訪
問
し
て
、
夏
春
玉
（Xia Chunyu

）
学
長
ら
と

会
見
し
ま
し
た
。
東
北
財
経
大
学
側
に
は
、
夏
学

長
の
他
に
張
語
辞
（Zhang Y

uci

）
国
際
交
流
セ

ン
タ
ー
所
長
、
趙
建
国
（Zhao Jianguo

）
大
学
院

長
、
張
軍
濤
（Zhang Juntao

）
教
務
部
長
、
張
向

達
（Zhang X

iangda

）
公
共
管
理
学
院
長
と
劉
暁

梅
（Liu X

iaom
ei

）
公
共
管
理
学
院
教
授
ら
が
出
席

さ
れ
ま
し
た
。

　

東
北
財
経
大
学
は
、
１
９
５
２
年
に
設
立
さ
れ
た

中
国
の
名
門
商
科
大
学
で
、
財
政
税
務
学
院
、
金
融

学
院
、
経
済
学
院
、
会
計
学
院
、
法
学
院
、
旅
游
と

ホ
テ
ル
管
理
学
院
、
国
際
経
済
貿
易
学
院
、
国
際

商
学
院
な
ど
計
25
の
学
部
を
有
し
、
学
生
数
が
約

１
万
９
千
人
で
す
。

　

夏
学
長
は
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
で
「
東
北
財
経
大
学

は
学
校
法
人
城
西
大
学
と
一
緒
に
Ｍ
Ｂ
Ａ
教
育
、
地

域
医
療
福
祉
、
医
療
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
国
際
看
護
人
材

育
成
な
ど
の
分
野
に
お
い
て
共
同
研
究
・
共
同
教
育

を
進
め
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

水田奨学金の授与式

大連理工大学 魏党委書記と会見
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引
き
続
き
、
水
田
理
事
長
は
、
城
西
大
学
と
城

西
国
際
大
学
の
教
育
内
容
及
び
最
近
の
取
り
組
み

を
紹
介
し
、
特
に
国
際
教
育
の
特
色
を
説
明
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
今
後
高
齢
社
会
の
進
展
に
応
じ
て
、

東
北
財
経
大
学
と
の
交
流
を
繰
り
広
げ
、
経
営
管
理

や
医
療
福
祉
分
野
を
始
め
、
環
境
分
野
、
介
護
分
野

な
ど
イ
ン
タ
ー
デ
ィ
シ
プ
リ
ナ
リ
ー
な
共
同
教
育
と

共
同
研
究
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。

　

会
見
後
、
両
学
の
間
で
包
括
協
定
を
締
結
し
ま
し

た
。
今
後
、
本
協
定
に
基
づ
き
、
両
学
で
協
議
を
し

な
が
ら
日
・
中
間
の
共
同
研
究
を
進
め
る
と
同
時

に
、
経
営
・
福
祉
・
メ
デ
ィ
ア
・
観
光
・
人
文
・
環

境
の
領
域
に
お
け
る
大
学
院
生
（
１
＋
１
）
な
ど
の

具
体
的
な
共
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
推
進
が
大
い
に
期
待

さ
れ
ま
す
。

【
大
連
作
家
協
会
主
催 

日
中
詩
人
朗
読
会
】

大
連
市
内
の「
大
連
万
和
祥
茶
楼
」に
て

詩
の
朗
読
会
を
開
催

　

６
月
２
日
、
大
連
市
内
の
美
し
い
「
漢
風
文
化
ビ

ル
」
で
行
わ
れ
た
朗
読
会
に
は
、
北
京
か
ら
中
国
現

代
詩
を
代
表
す
る
詩
人
の
西
川
（X

i Chuan

）
と

簫
簫
両
氏
が
、
そ
し
て
、
大
連
市
の
詩
人
が
10
名
、

日
本
側
か
ら
は
水
田
宗
子
氏
、
吉
増
剛
造
氏
、
田
原

氏
と
こ
ち
ら
も
日
本
を
代
表
す
る
詩
人
が
集
い
ま
し

た
。

　

一
人
一
人
、
魂
を
込
め
て
の
朗
読
は
、
心
ふ
る
え

る
も
の
で
、
一
期
一
会
の
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し

た
。
大
連
外
国
語
大
学
の
学
生
た
ち
が
、
母
語
の
あ

と
に
日
本
語
、
あ
る
い
は
中
国
語
で
読
み
上
げ
て
く

れ
、
ど
ち
ら
の
詩
人
た
ち
も
母
語
に
は
な
い
、
別
の

美
し
い
調
べ
を
堪
能
し
、
懸
命
に
読
ん
で
く
れ
た
学

生
た
ち
に
感
謝
の
意
を
表
し
て
い
ま
し
た
。
学
生
た

ち
に
と
っ
て
も
意
義
深
い
経
験
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。

　

今
回
朗
読
さ
れ
た
日
本
側
の
詩
人
た
ち
の
作
品
は

大
連
市
政
府
が
所
属
す
る
60
数
年
の
歴
史
を
持
つ

『
海
燕
（H
aiyan

）』
と
い
う
文
芸
誌
に
掲
載
さ
れ

る
予
定
で
す
。

　

会
の
冒
頭
、
朗
読
会
の
た
め
に
演
奏
さ
れ
た
江
城

（Jiang Cheng

）
と
関
傑
（Guan Jie

）
の
琴
の
演

奏
も
と
て
も
美
し
く
、
朗
読
会
へ
誘
い
、
有
名
な
書

道
家
で
あ
る
王
奇
（W

ang Q
i

）
氏
が
、
書
を
日
本

の
詩
人
た
ち
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。

東
北
大
学
に
て

水
田
理
事
長
の
特
別
講
義
と

日
中
連
携
大
学
院
講
演
会
を
開
催

　

２
０
１
５
年
６
月
４
日
、
瀋
陽
東
北
大
学
漢
卿
会

堂
に
て
、
東
北
大
学
特
別
客
員
教
授
と
し
て
水
田
宗

子
教
授
の
特
別
講
義
が
行
わ
れ
、
同
大
学
で
日
本
語

日
本
文
化
を
学
ぶ
学
部
生
・
院
生
の
約
80
名
が
聴
講

し
ま
し
た
。

　

同
講
義
は
、
日
中
連
携
大
学
院
の
集
中
講
義
の
第

二
回
と
し
て
行
わ
れ
、
前
回
に
続
い
て
「
文
学
批
評

と
は
何
か
：
文
学
批
評
の
誕
生
と
西
欧
近
代
化
」
が

テ
ー
マ
と
な
り
ま
し
た
。
批
評
家
の
誕
生
に
つ
い

て
、
ま
た
、
日
本
に
お
い
て
は
、
明
治
期
以
降
、
西

欧
文
学
と
と
も
に
批
評
活
動
が
導
入
さ
れ
、
そ
の
影

響
下
に
発
展
し
て
き
た
こ
と
が
語
ら
れ
ま
し
た
。
文

学
や
文
化
を
知
る
た
め
の
重
要
な
テ
キ
ス
ト
と
し
て

位
置
付
け
た
同
講
義
は
、
文
学
研
究
を
志
す
学
生
だ

け
で
な
く
、
言
語
や
文
化
な
ど
に
関
心
を
持
つ
多
く

の
聴
講
生
に
対
し
て
も
大
い
に
刺
激
を
与
え
る
も
の

と
な
り
ま
し
た
。

　

特
別
講
義
に
続
き
、
日
中
連
携
大
学
講
演
会
が
開

催
さ
れ
、
人
文
科
学
研
究
科
の
三
木
紀
人
・
客
員

教
授
と
岡
田
美
也
子
・
准
教
授
が
講
演
を
行
い
ま

し
た
。
ま
ず
、
三
木
教
授
は
、「
宮
尾
登
美
子
日
記

（
１
９
７
０
年
前
後
）
を
読
む
」
と
題
し
て
、
満
蒙

開
拓
団
の
一
員
と
し
て
吉
林
省
に
渡
り
、
引
き
揚
げ

て
後
、
作
家
と
な
っ
た
宮
尾
登
美
子
を
と
り
あ
げ
ま

し
た
。
併
せ
て
、
満
洲
文
学
を
研
究
テ
ー
マ
と
す
る

在
学
生
の
本
学
で
の
学
び
を
紹
介
し
つ
つ
、
博
士
号

へ
の
道
筋
を
説
明
し
ま
し
た
。
次
に
、
岡
田
准
教
授

が
「
中
世
説
話
文
学
の
語
り
と
文
体
」
と
題
し
て
、

説
話
文
学
の
概
念
規
定
を
総
括
し
た
う
え
で
課
題
を

述
べ
、
物
語
文
学
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
話
し
ま
し

た
。

　

今
回
聴
講
し
た
学
生
た
ち
は
、
日
本
語
と
い
う
言

語
を
媒
介
と
し
て
、
日
中
両
国
だ
け
で
な
く
、
中
国

と
世
界
、
日
本
と
世
界
を
つ
な
ぐ
役
割
を
果
た
す
こ

と
が
期
待
さ
れ
る
人
材
で
す
。
瀋
陽
東
北
大
学
と
本

学
は
、
学
部
・
修
士
・
博
士
課
程
に
お
い
て
共
同
教

育
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
大
学
間
の
様
々

な
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
り
日
中
両
国
の
学
生
を
グ
ロ
ー

バ
ル
人
材
と
し
て
育
て
て
ま
い
り
ま
す
。

協定締結 東北財経大学夏春玉学長と

四行連詩朗読

水田理事長 東北大学特別客員教授として講義
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韓
南
大
学
校
は
、
１
９
５
６
年
４
月
に
創
立
さ

れ
、
来
年
創
立
60
周
年
を
迎
え
ま
す
。
韓
国
中
部
地

方
の
名
門
私
立
大
学
で
、
学
生
数
は
、
約
１
万
３
千

人
を
数
え
ま
す
。

　

博
士
号
の
授
与
式
は
韓
南
大
学
の
ホ
ー
ル
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
金
炯
泰
（H

yungtae K
im

）
総
長
か

ら
名
誉
博
士
号
を
授
与
さ
れ
た
水
田
理
事
長
は
「
韓

南
大
学
校
は
親
し
い
姉
妹
校
で
あ
り
、
韓
国
の
高
等

教
育
の
中
心
を
占
め
る
、
世
界
的
に
高
名
な
大
学
で

あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
貴
校
よ
り
名
誉
教
育
学
博

士
号
を
授
与
さ
れ
、
み
な
さ
ま
の
お
仲
間
に
加
え
て

い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
を
、
大
変
う
れ
し
く
、
ま
た

誇
り
に
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
貴
校
の
信
頼
に
応

え
う
る
大
学
と
し
て
、
国
際
教
育
の
更
な
る
向
上
に

努
め
、
二
十
一
世
紀
の
平
和
な
世
界
と
、
韓
国
、
日

本
の
友
好
的
な
協
力
関
係
を
築
く
こ
と
に
貢
献
で
き

る
人
材
育
成
に
全
力
を
挙
げ
て
努
力
し
た
い
と
思
い

ま
す
」
と
述
べ
ら
れ
た
あ
と
、
韓
南
大
学
校
の
学
生

ら
に
対
し
「
ぜ
ひ
Ｊ
Ｉ
Ｕ
、
日
本
を
訪
れ
、
ア
ジ
ア

の
あ
り
方
、
世
界
の
あ
り
方
に
つ
い
て
思
索
し
て
く

だ
さ
い
。
世
界
を
背
負
う
人
材
に
な
っ
て
く
だ
さ

い
」
と
呼
び
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

授
与
式
に
は
、
佐
藤
勝
・
駐
韓
日
本
大
使
館
公
報

文
化
院
長
、
白
春
喜
（Park Chun-gi

）
大
田
市
副
市

長
ら
も
出
席
し
ま
し
た
。
佐
藤
院
長
は
「
日
韓
国
交

正
常
化
50
周
年
に
当
た
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
両
大

学
の
若
い
世
代
の
教
育
・
ス
ポ
ー
ツ
交
流
を
通
し
て
、

50
年
後
、
１
０
０
年
後
の
明
る
い
未
来
が
築
か
れ
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

な
お
２
０
１
４
年
４
月
に
は
、
高
円
宮
妃
殿
下
へ
韓

南
大
学
校
よ
り
名
誉
博
士
号
が
授
与
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

金
総
長
は
「
韓
国
と
日
本
の
関
係
は
、
冷
え
込
ん

で
い
て
も
文
化
、
教
育
な
ど
の
分
野
で
は
、
交
流
は

進
ん
で
い
ま
す
。
韓
日
の
友
好
を
深
め
る
こ
と
に
お

い
て
、
韓
南
大
学
校
と
城
西
・
城
西
国
際
大
学
と
の

交
流
は
、
良
い
見
本
で
す
。
高
円
宮
妃
殿
下
に
続

き
、
水
田
理
事
長
に
名
誉
博
士
号
を
授
与
さ
せ
て
い

た
だ
き
光
栄
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
こ
の
日
の
午
後
、
親
善
試
合
を
行
う

城
西
国
際
大
学
の
男
子
サ
ッ
カ
ー
部
の
学
生
や
韓

南
大
学
校
関
係
者
が
多
く
詰
め
か
け
ま
し
た
。
最

後
に
、
女
性
ソ
リ
ス
ト
の
鄭
眞
雅
（Chong Sin-a

）

さ
ん
が
、
美
し
い
声
で
お
祝
い
の
歌
を
披
露
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

●
記
念
植
樹
式
が
行
わ
れ
ま
し
た

　

授
与
式
後
、
サ
ッ
カ
ー
の
親
善
試
合
が
行
わ
れ
る

韓
南
大
学
校
の
大
運
動
場
前
で
両
大
学
関
係
者
に
よ

る
記
念
植
樹
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
植
樹
さ
れ
た
の

は
、
日
本
海
に
浮
か
ぶ
鬱
陵
島
（U

lleungdo

）
の

松
。
金
総
長
は
「
花
を
見
る
に
は
１
年
、
木
を
育
て

見
る
に
は
10
年
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
の
こ
と

わ
ざ
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
松
は
、
雪
が
降
っ
て
も
青

色
に
輝
き
ま
す
。
今
後
、
両
大
学
、
両
国
も
、
こ
の

青
色
の
よ
う
な
関
係
を
維
持
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

名誉博士号を授与された水田理事長（右側は、金総長）

【
韓
南
大
学
校
（H

annam
 University

）】

水
田
宗
子
理
事
長
に
名
誉
教
育
学
博
士
号
が

授
与
さ
れ
ま
し
た

　

２
０
１
５
年
８
月
21
日
、
水
田
宗
子
理
事
長
は
、

韓
国
の
大
田
に
あ
る
韓
南
大
学
校
か
ら
教
育
学
名
誉

博
士
号
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
学
は
、
２
０
０
９
年
に
韓
南
大
学
校
と
学
術

交
流
協
定
を
締
結
し
、
交
換
留
学
や
国
際
文
化
研

修
な
ど
を
中
心
に
活
発
に
交
流
し
て
き
ま
し
た
。

２
０
１
２
年
12
月
に
は
、
城
西
国
際
大
学
の
創
立
20

周
年
を
記
念
し
て
設
立
し
た
「Prince T

akam
ado 

M
em

orial Sports Park

（
高
円
宮
殿
下
記
念
ス
ポ
ー

ツ
パ
ー
ク
）」
に
お
き
ま
し
て
、
日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会

の
名
誉
総
裁
を
務
め
ら
れ
て
い
る
高
円
宮
妃
殿
下
の

ご
臨
席
の
も
と
で
第
一
回
サ
ッ
カ
ー
国
際
親
善
試
合

を
行
い
ま
し
た
。
こ
う
し
た
日
本
と
韓
国
両
国
の
友

好
の
推
進
に
努
め
て
こ
ら
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
、
教
育
、

若
い
人
の
人
材
育
成
に
力
を
尽
く
し
て
い
る
水
田
理

事
長
に
名
誉
博
士
号
が
授
与
さ
れ
た
も
の
で
す
。

学
校
法
人
城
西
大
学
一
行
が
韓
国
の
大
田
・
釜
山
を
訪
問

日
時
：
２
０
１
５
年
８
月
21
日
～
８
月
24
日

場
所
：
韓
南
大
学
校
、東
西
大
学
校
、大
韓
民
国

【
瀋
陽 

東
北
大
学
】

東
北
大
学
趙
継
学
長
を
表
敬
訪
問

　

２
０
１
５
年
６
月
４
日
、
新
し
く
就
任
さ
れ
た
趙

継
（Zhao Ji
）
学
長
と
懇
談
い
た
し
ま
し
た
。 

趙

学
長
は
、
こ
れ
ま
で
の
城
西
大
学
と
東
北
大
学
の
深

い
連
携
に
つ
い
て
よ
く
ご
存
じ
で
、
ま
ず
、
本
学
に

対
し
、
日
中
連
携
大
学
院
に
お
け
る
博
士
号
取
得
の

教
育
に
つ
い
て
、
深
い
感
謝
を
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
日
本
留
学
経
験
も
お
あ
り
の
趙
学
長
は
、

グ
ロ
ー
バ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
大
学
院
に
お
け

る
連
携
教
育
に
つ
い
て
も
大
き
な
期
待
を
し
て
お
ら

れ
、
両
学
で
よ
り
よ
い
人
材
育
成
を
し
て
い
け
る
よ

う
に
支
援
を
約
束
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
そ
の
後
、
姜
茂
発
（Jiang M

aofa

）
副
学
長
、

孫
雷
（Sun Lei

）
副
学
長
と
も
懇
談
し
、
東
北
大
学
の

広
大
で
美
し
い
新
キ
ャ
ン
パ
ス
も
案
内
い
た
だ
き
、
東

北
大
学
が
大
き
な
飛
躍
の
時
期
で
あ
る
こ
と
も
よ
く
わ

か
り
ま
し
た
。
数
年
来
築
い
て
き
た
信
頼
の
も
と
、
さ

ら
な
る
交
流
の
推
進
を
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

東北大学 趙継学長と
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合
意
さ
れ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
教
育
シ
ス
テ
ム
で
、
そ
の

発
足
式
が
韓
国
釜
山
の
本
学
と
姉
妹
校
で
あ
る
東
西

大
学
校
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
教
育
シ
ス
テ
ム
の
タ
ス
ク

フ
ォ
ー
ス
で
あ
っ
た
城
西
国
際
大
学
を
初
め
と
す
る

５
大
学
を
代
表
し
て
発
足
式
に
お
い
て
水
田
理
事
長

が
文
化
的
多
様
性
に
基
づ
く
ア
ジ
ア
か
ら
の
発
信
の

意
義
の
大
き
さ
に
基
づ
く
祝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
の
ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
で
は
こ
の
９
月
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
を
踏
ま

え
、
質
保
証
の
在
り
方
、
Ｇ
Ａ
Ａ
の
さ
ら
な
る
充

実
、
ま
た
Ｇ
Ａ
Ａ
と
組
み
合
わ
せ
た
様
々
な
国
際
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
可
能
性
等
に
つ
い
て
の
熱
の
こ

も
っ
た
討
議
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

韓
国
東
西
大
学
校
訪
問

Ｇ
Ａ
Ａ
調
印
と
共
同
映
画
製
作
へ
合
意

●
城
西
国
際
大
学
、
韓
国
・
釜
山
、
東
西
大
学
と
の

　
共
同
映
画
製
作
、
第
２
弾
の
製
作
が
開
始
！

　

２
０
１
３
年
３
月
、
城
西
国
際
大
学
開
学
20
周
年

記
念
と
し
て
、
城
西
国
際
大
学
メ
デ
ィ
ア
学
部
と
韓

国
の
提
携
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
東
西
大
学
の
共
同
製

作
に
よ
る
映
画
「
冬
の
花
火
」
が
完
成
、
上
映
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
作
品
は
、
東
日
本
大
震
災
で
妻
と
娘

を
失
い
、
千
葉
県
鴨
川
で
避
難
生
活
を
送
る
男
性
と

韓
国
人
の
女
子
留
学
生
の
交
流
が
、
互
い
の
孤
独
感

を
癒
す
こ
と
で
さ
わ
や
か
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。
韓

国
側
に
よ
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
ス
ト
ー
リ
ー
を
、
日
本

側
が
、
風
土
、
習
慣
に
合
わ
せ
て
修
正
す
る
と
い
っ

た
製
作
プ
ロ
セ
ス
は
、
国
際
共
同
製
作
な
ら
で
は
の

も
の
で
、
映
画
製
作
を
通
じ
て
の
交
流
は
、
両
国
の

学
生
に
大
き
な
体
験
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
２
０
１
５
年
、
城
西
大
学
と
東
西
大
学

は
、
同
時
に
開
学
50
周
年
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
、

そ
こ
で
、
両
校
は
そ
の
記
念
と
し
て
、
再
び
共
同
で

映
画
の
製
作
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

今
回

の
共
同
製
作
は
、
水
田
宗
子
城
西
国
際
大
学
理
事
長

が
、
８
月
22
日
に
東
西
大
学
を
訪
問
し
、
朴
東
順

（Park D
ong-soon

）
理
事
長
と
協
議
し
合
意
さ
れ

た
も
の
で
す
。
水
田
宗
子
理
事
長
、
朴
東
順
理
事
長

と
も
に
、
こ
の
共
同
製
作
に
よ
っ
て
提
携
大
学
と
し

て
の
絆
を
一
層
深
め
、
前
作
を
上
回
る
作
品
が
出
来

る
よ
う
協
力
し
あ
う
こ
と
を
話
し
合
い
ま
し
た
。

　

共
同
製
作
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
る
東
西
大
学Film

 
&

 V
ideo

学
科
は
、
プ
サ
ン
国
際
映
画
祭
の
メ
イ
ン

会
場
と
な
る
セ
ン
タ
ム
・
シ
テ
ィ
（Centum

 City

）

の
シ
ネ
マ
・
セ
ン
タ
ー
に
隣
接
し
た
、
映
画
を
学
ぶ

に
は
絶
好
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
あ
り
ま
す
。
キ
ャ
ン

パ
ス
に
は
、
１
１
４
０
席
の
大
ホ
ー
ル
を
は
じ
め
、

１
０
０
席
の
試
写
室
が
２
ス
ク
リ
ー
ン
、
ポ
ス
プ
ロ

施
設
、
最
新
鋭
の
撮
影
器
材
を
そ
ろ
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
は
、
韓
国
映
画
界
の
巨

人
、
イ
ム
・
グ
ォ
ン
テ
ク
（Im

 K
w

on-taek

）
監

督
の
あ
ら
ゆ
る
資
料
を
そ
ろ
え
た
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
も

あ
り
ま
す
。

　

２
０
１
２
年
の
第
一
回
サ
ッ
カ
ー
国
際
親
善
試
合

の
際
、「
高
円
宮
殿
下
記
念
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
」
に
、

金
総
長
の
出
席
の
も
と
で
松
の
木
が
記
念
植
樹
さ
れ

ま
し
た
こ
と
を
念
頭
に
、
水
田
理
事
長
は
「
若
い
学

生
ら
次
世
代
の
活
躍
と
両
大
学
の
友
好
が
深
ま
る
こ

と
を
こ
こ
で
植
樹
さ
れ
た
こ
の
木
が
証
人
に
な
っ
て

く
れ
る
で
し
ょ
う
。
城
西
国
際
大
学
の
ス
ポ
ー
ツ

パ
ー
ク
の
松
を
見
る
た
び
に
韓
南
大
学
校
の
こ
と
を

思
い
出
し
ま
す
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

●
サ
ッ
カ
ー
交
流
で
深
ま
る
友
好

　

名
誉
博
士
号
授
与
式
・
植
樹
式
の
あ
と
、
城
西
国
際

大
学
と
韓
南
大
学
校
に
よ
る
第
二
回
サ
ッ
カ
ー
国
際
親

善
試
合
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
韓
南
大
学
校
は
、
韓
国
学

生
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
２
位
の
実
力
を
持
ち
、
Ｊ
リ
ー
グ

に
も
多
く
の
人
材
を
輩
出
し
て
い
る
サ
ッ
カ
ー
の
強
豪

校
で
す
。
ま
た
、
Ｊ
Ｉ
Ｕ
サ
ッ
カ
ー
部
は
、
元
日
本
代

表
チ
ー
ム
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
小
山
哲
司
監
督
の
も

と
、
千
葉
県
大
学
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
１
部
に
所
属
、
関

東
大
学
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
昇
格
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

開
幕
式
で
は
、
倉
林
眞
砂
斗
・
城
西
国
際
大
学
副

学
長
が
「
高
円
宮
妃
殿
下
の
臨
席
の
も
と
行
わ
れ
ま

し
た
前
回
の
親
善
試
合
で
は
、
韓
南
大
学
校
が
花
を

持
た
せ
て
く
れ
、
２
対
１
で
城
西
国
際
大
学
が
勝
利

し
ま
し
た
。
今
回
、
妃
殿
下
か
ら
の
お
祝
い
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
、
金
総
長
に
ご
披
露
し
ま
し

た
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

１
万
人
を
収
容
出
来
る
と
い
う
大
運
動
場
に
は
、

韓
南
大
学
校
の
学
生
、
教
職
員
や
地
元
の
サ
ッ
カ
ー

フ
ァ
ン
ら
多
数
、
詰
め
か
け
ま
し
た
。
炎
天
下
、
両

校
選
手
た
ち
は
、
汗
び
っ
し
ょ
り
で
駆
け
巡
り
ま
し

た
。
前
半
40
分
、
城
西
国
際
大
が
シ
ュ
ー
ト
を
入
れ

リ
ー
ド
し
ま
し
た
が
、
韓
南
大
学
校
が
奮
起
し
、
前

半
終
了
直
前
に
追
い
つ
き
ま
し
た
。
後
半
戦
は
、
息

を
の
む
攻
防
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
が
、
結
局
、

今
回
は
１
対
１
の
引
き
分
け
に
終
わ
り
ま
し
た
。

　

試
合
後
、
大
田
市
内
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
送
別
レ
セ

プ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
両
校
の
選
手
、
監
督

や
水
田
理
事
長
、
金
総
長
ら
関
係
者
が
出
席
し
ま
し

た
。
両
校
選
手
は
、
同
じ
テ
ー
ブ
ル
に
着
き
、
韓
南

大
学
校
の
学
生
の
通
訳
の
も
と
、
健
闘
を
讃
え
あ
っ

た
り
、
互
い
の
学
生
生
活
を
紹
介
し
た
り
す
る
な
ど

な
ご
や
か
に
歓
談
し
ま
し
た
。

　

小
山
監
督
や
選
手
ら
は
、
韓
南
大
学
校
関
係
者
と

ペ
ナ
ン
ト
な
ど
を
交
換
し
、
次
回
の
親
善
試
合
で
の

再
会
を
約
束
し
て
い
ま
し
た
。

【
東
西
大
学
校
（Dongseo University

）】

Ｇ
Ａ
Ａ
発
足
式 （O

fficial Launching
Cerem

ony

） 

開
催

　

２
０
１
５
年
８
月
24
日
、Global A

ccess A
sia 

（
Ｇ
Ａ
Ａ
）
は
こ
れ
か
ら
の
ア
ジ
ア
の
時
代
に
向

け
て
の
国
際
教
育
の
重
要
性
に
鑑
み
た
高
等
教

育
の
新
た
な
方
策
と
し
て
２
０
１
４
年
にA

sian 
U

niversity President Forum

（
Ａ
Ｕ
Ｐ
Ｆ
）
で

心のこもった「親善試合歓迎」の文字を刻んでプレー

AUPF メンバーが一堂に会し、GAA が発足
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水
田
宗
子
理
事
長
を
団
長
と
す
る
学
校
法
人
城
西

大
学
一
行
（
北
村
幸
久
・
理
事
長
室
室
長
、
久
米
五

郎
太
・
欧
州
研
究
セ
ン
タ
ー
副
所
長
、
メ
デ
ィ
ア
学

部Rom
ain D

uchesnes

先
生
）
は
、
２
０
１
５
年

９
月
22
日
か
ら
27
日
ま
で
、
フ
ラ
ン
ス
を
訪
問
し
ま

し
た
。
本
学
は
リ
ー
ル
・
カ
ト
リ
ッ
ク
大
学IESEG

校
（IÉSEG School of M

anagem
ent, U

niversité 
Catholique de Lille

）、
リ
ー
ル
・
カ
ト
リ
ッ
ク
大

学
（U

niversité Catholique de Lille

）
に
続
い

て
昨
年
10
月
、
パ
リ
・
エ
ス
ト
・
ク
レ
テ
イ
ユ
大
学

（U
niversité Paris-Est Créteil V

al-de-M
arne

）

と
学
術
交
流
協
定
を
締
結
。
こ
の
ほ
ど
、
学
内
に
欧

州
研
究
セ
ン
タ
ー
を
設
立
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
訪
問
は
、
新
し
い
地
域
に
あ
る
大
学
と
の

協
定
締
結
、
既
存
大
学
と
の
交
流
の
促
進
の
た
め
新

た
な
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
大
学
な
ら
び
に
美
術
館
等

と
調
整
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
、
リ
ー

ル
・
カ
ト
リ
ッ
ク
大
学
と
新
た
に
１
＋
１
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
調
印
、U

niversité de Bourgogne

と
学

術
交
流
協
定
を
締
結
、
訪
問
し
た
リ
ー
ル
・
カ
ト

リ
ッ
ク
大
学
、
パ
リ
・
エ
ス
ト
・
ク
レ
テ
イ
ユ
大
学

U
niversité de Bourgogne

、
ギ
メ
美
術
館
等
と

新
し
い
語
学
と
文
化
に
つ
い
て
の
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
つ
い
て
調
整
す
る
こ
と
が
出
来
、
本
学
と
フ
ラ
ン

ス
と
の
学
術
交
流
の
促
進
に
具
体
的
成
果
を
挙
げ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

9
月
22
日
午
前

パ
リ
・
エ
ス
ト
・
ク
レ
テ
イ
ユ
大
学
訪
問

　

面
談
で
は
両
学
か
ら
学
校
紹
介
が
あ
っ
た
後
、
本

学
か
ら
欧
州
研
究
セ
ン
タ
ー
の
設
立
の
経
緯
と
今
後

の
活
動
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
ま
し
た
。
先
方
か
ら

は
「
国
際
教
育
の
充
実
の
た
め
、
ぜ
ひ
も
っ
と
多
く

の
学
生
を
送
り
た
い
」
と
の
要
望
が
出
さ
れ
、
本
学

と
し
て
も
受
け
入
れ
態
勢
の
整
備
に
前
向
き
に
取
り

組
む
こ
と
を
約
束
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
共
同
教
育
と
し
て
「
ダ
ブ
ル
・
デ
ィ
グ

リ
ー
１
＋
１
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
具
体
化
の
検
討
を
進

め
る
こ
と
で
合
意
。
現
在
の
経
済
経
営
関
係
の
協
力

関
係
か
ら
、
さ
ら
に
拡
大
し
て
大
学
院
の
１
＋
１
や

他
の
学
部
と
の
交
流
を
推
進
す
る
こ
と
で
も
合
意
し

ま
し
た
。

　

面
談
後
は
、
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
を
経
て
、Luc 

H
ittinger

学
長
と
ラ
ン
チ
を
ご
一
緒
し
て
医
学
博

士
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
学
長
と
両
学
の
理
系
分
野
で
の

交
流
の
可
能
性
に
つ
い
て
、
幅
広
い
議
論
が
な
さ
れ

ま
し
た
。

９
月
22
日
午
後

フ
ラ
ン
ス
国
立
東
洋
言
語
文
化
研
究
所

（IN
ALCO

）訪
問

　

日
本
現
代
政
治
・
文
化
が
ご
専
門
のLucken 

教

授
と
面
談
し
ま
し
た
。
教
授
か
ら
はIN

A
LCO

の

特
徴
や
日
本
と
の
関
係
な
ど
の
話
が
あ
っ
た
あ
と
、

本
学
か
ら
、「
世
界
の
中
の
日
本
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

取
り
組
み
や
２
０
１
６
年
１
月
13
、
14
日
に
予
定
し

て
い
る
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
説
明
を
行
い
、
今

後
、
フ
ラ
ン
ス
国
立
東
洋
言
語
文
化
研
究
所
の
日
本

関
係
の
先
生
方
と
の
交
流
を
含
め
、
本
学
と
の
協
力

関
係
を
依
頼
し
て
快
諾
を
得
ま
し
た
。

9
月
23
日

リ
ー
ル
・
カ
ト
リ
ッ
ク
大
学

（Université Catholique de Lille

）訪
問

　

本
学
か
ら
派
遣
す
る
フ
ラ
ン
ス
語
研
修
に
つ
い

て
、
研
修
の
担
当
で
あ
るM

cGregor

先
生
と
と
も

に
日
程
や
具
体
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
な
ど
の
協
議
を

持
ち
ま
し
た
。
本
学
か
ら
は
、
欧
州
研
究
セ
ン
タ
ー

を
含
め
支
援
セ
ン
タ
ー
の
概
要
を
説
明
。
大
学
院

のSandri

教
授
が
手
掛
け
る
政
策
科
学
（
食
文
化
、

サ
イ
バ
ー
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
を
含
む
）
に
関
す
る

１
＋
１
等
の
調
印
を
行
う
と
と
も
に
、
今
後
は
幅
広

い
大
学
院
交
流
を
進
め
る
こ
と
で
合
意
し
ま
し
た
。

学
校
法
人
城
西
大
学
一
行
が
フ
ラ
ン
ス
を
訪
問

日
時
：
２
０
１
５
年
９
月
22
日
～
27
日

場
所
：
パ
リ・エ
ス
ト・ク
レ
テ
イ
ユ
大
学
、フ
ラ
ン
ス
国
立
東
洋
言
語
文
化
研
究
所
、

　
　
　

リ
ー
ル・カ
ト
リ
ッ
ク
大
学
、ギ
メ
美
術
館
、ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
大
学
、

　
　
　

フ
ラ
ン
ス
共
和
国

パリ・エスト・クレテイユ Hittinger 学長と

　

共
同
製
作
に
よ
る
第
２
作
目
は
、
プ
サ
ン
国
際
映

画
祭
が
終
了
す
る
２
０
１
５
年
10
月
中
旬
か
ら
準
備

に
入
り
、
年
内
に
は
シ
ナ
リ
オ
を
完
成
さ
せ
、
来
春

に
は
撮
影
に
入
る
予
定
で
す
。
企
画
の
前
提
は
、
鴨

川
を
背
景
と
し
て
、
韓
国
、
日
本
の
交
流
を
描
く
こ

と
で
、
両
大
学
か
ら
シ
ナ
リ
オ
を
募
り
、
こ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
担
当
す
る
両
校
の
映
画
教
員
が
優
秀
作

品
を
選
出
し
ま
す
。
こ
こ
か
ら
、
こ
の
企
画
に
参
加

す
る
両
校
の
学
生
は
、
シ
ナ
リ
オ
の
修
正
、
撮
影
の

準
備
、
撮
影
、
ポ
ス
ト
・
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
と
い
っ

た
映
画
製
作
の
過
程
を
共
同
で
行
い
ま
す
。
こ
の
異

な
る
文
化
、
考
え
方
を
持
つ
人
々
と
の
共
同
作
業
こ

そ
、
国
際
共
同
製
作
の
重
要
な
テ
ー
マ
と
考
え
て
い

ま
す
。
こ
の
体
験
を
通
じ
て
、
学
生
た
ち
は
、
視
野

を
広
げ
、
大
き
く
成
長
す
る
は
ず
で
す
。

　

映
画
の
完
成
は
、
来
春
か
ら
夏
こ
ろ
を
予
定
し
、

２
０
１
６
年
プ
サ
ン
国
際
映
画
祭
の
開
催
に
合
わ
せ

て
東
西
大
学
の
ホ
ー
ル
で
の
プ
レ
ミ
ア
上
映
を
計
画

し
て
い
ま
す
。

リールにて大学院との交流のミーティング
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キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
で
は
、
本
学
へ
留
学
し
た
の

ち
現
在
国
際
セ
ン
タ
ー
に
就
職
し
た
学
生
が
案
内
を

務
め
て
く
れ
、
薬
草
園
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
ビ
ル
な
ど
古
さ
と
新
し
さ
が
同
居
す
る
大
学
の

魅
力
を
体
感
し
ま
し
た
。

　

Giorgini

学
長
と
の
面
会
で
は
、
学
長
が
本
学
と

の
交
流
を
よ
く
ご
存
じ
で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
時
代
に

お
け
る
日
本
の
重
要
性
と
日
本
に
お
け
る
パ
ー
ト

ナ
ー
大
学
と
し
て
城
西
大
学
に
大
き
な
期
待
を
し
て

い
る
こ
と
、
さ
ら
に
交
流
を
発
展
さ
せ
て
ほ
し
い
と

お
話
し
さ
れ
ま
し
た
。

9
月
24
日

ギ
メ
美
術
館
訪
問

　

本
学
の
学
生
の
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
の
研
修
に
際

し
、
ギ
メ
美
術
館
で
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て
依
頼
し

ま
し
た
。
先
方
か
ら
は
、
本
学
が
城
西
大
学
と
城
西

国
際
大
学
で
実
施
す
る
講
義
「
世
界
の
中
の
日
本
」

と
い
う
テ
ー
マ
に
、
こ
の
ギ
メ
美
術
館
は
本
当
に
ふ

さ
わ
し
い
と
思
う
と
全
面
協
力
の
申
し
出
が
あ
り
ま

し
た
。
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
や
倉
庫
な
ど
も
特
別
に
お
見

せ
い
た
だ
け
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

9
月
25
日

Université de Bourgogne

訪
問

　

両
学
の
紹
介
・
説
明
の
後
、
本
学
の
欧
州
研
究
セ

ン
タ
ー
な
ど
支
援
セ
ン
タ
ー
の
説
明
を
行
い
ま
し

た
。
そ
の
後
、Bonnin

学
長
と
学
術
交
流
協
定
を

締
結
し
、
フ
ラ
ン
ス
の
大
学
で
は
４
番
目
の
締
結
が

実
現
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
短
期
、
長
期
の
教
育
交
流
に
つ
い
て
意

見
交
換
。
先
方
か
ら
は
、
本
学
に
学
生
（
３
名
を
想

定
）
を
早
く
送
り
た
い
と
の
要
望
が
出
さ
れ
、
本
学

は
歓
迎
の
意
向
を
伝
え
ま
し
た
。
ま
た
、
本
学
が
希

望
す
る
短
期
学
生
研
修
に
つ
い
て
、
早
期
に
先
方
の

受
け
入
れ
の
提
案
を
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

Bonnin

学
長
も
医
学
博
士
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ

と
か
ら
、
本
学
の
薬
学
、
看
護
、
福
祉
、
理
学
療

法
、
な
ど
医
療
福
祉
関
係
の
相
互
の
関
係
性
に
つ
い

て
話
が
弾
み
、
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

連
携
協
定
を
結
ん
で
い
る
大
連
理
工
大
学
管
理

学
院
（Faculty of M

anagem
ent and Econom

 
ics of D

alian U
niversity of T

echnology

）
か

ら
の
大
学
院
生
（
Ｍ
Ｂ
Ａ
）
を
対
象
に
し
た
「
城
西

大
学
Ｊ
Ｍ
Ｂ
Ａ
ス
カ
ラ
シ
ッ
プ
奨
学
生
」
の
今
年
度

の
授
与
式
が
２
０
１
５
年
５
月
12
日
、
東
京
紀
尾
井

町
キ
ャ
ン
パ
ス
１
号
棟
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
授
与
さ
れ
た
の
は
、
程
丹
燕
（Cheng Danyan

）

さ
ん
▽
鄭
方
鋭
（Zheng Fangrui

）
さ
ん
▽
武
慧

（W
u H

ui

）
さ
ん
▽
劉
楠
（Liu N

an

）
さ
ん
―
―

の
4
人
。
い
ず
れ
も
大
学
を
卒
業
し
、
い
っ
た
ん
企

業
で
働
い
た
後
、
大
学
院
に
入
学
し
ま
し
た
。
賞
状

授
与
の
後
、
水
田
宗
子
理
事
長
は
挨
拶
で
「
多
く
の

方
々
の
お
か
げ
で
大
連
理
工
大
学
と
の
連
携
大
学
院

で
あ
る
Ｊ
Ｍ
Ｂ
Ａ
が
出
来
た
。
先
人
た
ち
の
交
流
、

連
携
の
大
切
さ
を
忘
れ
ず
に
、
後
輩
の
た
め
に
色
々

な
道
を
開
い
て
い
っ
て
ほ
し
い
。
そ
し
て
素
晴
ら
し

い
職
業
人
に
な
っ
て
、
世
界
に
貢
献
で
き
る
人
材
に

な
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。
ま

た
森
本
雍
憲
学
長
は
「
来
年
３
月
ま
で
の
時
間
を
大

事
に
一
生
懸
命
勉
強
し
て
、
世
界
で
活
躍
で
き
る
才

能
を
伸
ば
し
て
ほ
し
い
。
将
来
は
、
日
本
と
中
国
の
丈

夫
な
懸
け
橋
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
激
励
し
ま
し
た
。

　

４
人
を
代
表
し
て
鄭
さ
ん
が
「
城
西
大
学
に
来
て

１
月
半
。
教
職
員
の
皆
さ
ま
の
き
め
細
か
い
ご
指
導

を
い
た
だ
き
、
日
本
の
友
達
と
勉
強
し
た
り
、
遊
び

に
出
か
け
た
り
、
楽
し
い
留
学
生
活
を
送
っ
て
い
ま

す
。
１
年
間
の
過
程
を
修
了
し
た
後
は
、
城
西
大
学

の
卒
業
生
と
し
て
、
将
来
、
世
界
の
ど
こ
に
い
て
も

自
信
を
持
っ
て
頑
張
れ
る
と
確
認
し
て
い
ま
す
」
と

謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

本
学
は
２
０
０
７
年
に
大
連
理
工
大
学
と
学
術
交

流
協
定
を
締
結
。
２
０
０
９
年
か
ら
Ｊ
Ｍ
Ｂ
Ａ
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
開
設
し
、
こ
れ
ま
で
27
人
の
留
学
生
が
城

西
大
学
の
修
士
号
を
得
て
い
ま
す
。

城
西
大
学
Ｊ
Ｍ
Ｂ
Ａ
ス
カ
ラ
シ
ッ
プ
奨
学
生
授
与
式
を
挙
行

日
時
：
２
０
１
５
年
５
月
12
日

場
所
：
学
校
法
人
城
西
大
学
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス

ギメ美術館での打ち合わせ

ブルゴーニュ大学と調印

留学生４人を囲んで授与式後の記念撮影
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学
校
法
人
城
西
大
学
創
立
50
周
年
記
念
特
別
講
演
会

　
　

天
津
外
国
語
大
学
学
長
・
修
剛
先
生
講
演
会
を
開
催

日
時
：
２
０
１
５
年
５
月
８
日

場
所
：
学
校
法
人
城
西
大
学
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス

　

２
０
１
５
年
５
月
８
日
、
学
校
法
人
城
西
大

学
（
水
田
宗
子
理
事
長
）
は
創
立
50
周
年
を
記

念
し
て
天
津
外
国
語
大
学
（T

ianjin F
oreign 

Studies U
niversity

）
の
修
剛
（X

iu G
ang

）

学
長
に
よ
る
特
別
講
演
会
「
大
学
の
グ
ロ
ー
バ
ル

人
材
・
高
度
職
業
人
教
育
に
関
す
る
取
り
組
み
」
を

東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
３
号
棟
で
開
催
し
ま
し

た
。

講
演
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

２
０
１
２
年
か
ら
学
校
法
人
城
西
大
学
を
含
め
ア

ジ
ア
５
大
学
が
中
心
と
な
り
、
未
来
を
け
ん
引
す
る

人
材
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
に
ス
タ
ー
ト
し
た
プ

ロ
グ
ラ
ム
「A

sia Sum
m

er Program
 2015

」
が

７
月
７
日
に
千
葉
東
金
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
会
し
ま
し

た
。

　

４
回
目
と
な
る
今
年
は
、
城
西
大
学
（
埼
玉
県
坂

戸
市
）・
城
西
国
際
大
学
（
千
葉
県
東
金
市
、
鴨
川

市
）
合
同
で
開
催
し
、
各
キ
ャ
ン
パ
ス
を
舞
台
に
ア

ジ
ア
圏
の
学
生
た
ち
が
７
月
28
日
ま
で
３
週
間
に
わ

た
り
生
活
を
共
に
し
な
が
ら
一
緒
に
学
び
ま
す
。
参

加
国
は
、
日
本
、
中
国
、
韓
国
を
は
じ
め
タ
イ
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、
リ
ト
ア
ニ
ア
、

マ
レ
ー
シ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
計
９
か
国
、
14
大
学

か
ら
計
約
１
５
０
名
の
学
生
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

期
間
中
は
、
ア
ジ
ア
の
経
済
、
社
会
、
文
化
な
ど

の
講
義
の
ほ
か
、
友
好
・
交
流
を
深
め
る
さ
ま
ざ
ま

な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
も
催
さ
れ
ま
す
。
講
義
・
行
事

は
す
べ
て
英
語
で
お
こ
な
わ
れ
る
た
め
、
海
外
に
い

る
よ
う
な
雰
囲
気
が
体
験
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
だ
け
多
数
の
国
々
か
ら
多
数
の
学
生
が

集
い
、
長
期
間
に
わ
た
り
学
ぶ
、
日
本
と
ア
ジ
ア
・

世
界
を
結
ぶ
「
知
の
地
平
線
」
の
広
が
り
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

「A
sia Sum

m
er Program

 2015

」が
開
会

日
時
：
２
０
１
５
年
７
月
７
日

場
所
：
城
西
国
際
大
学
千
葉
東
金
キ
ャ
ン
パ
ス

開会式の様子

　

学
校
法
人
城
西
大
学
は
、
２
０
１
５
年
５
月
15

日
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
日
本
語
文
化
学
院
（Philippine 

Institute of Japanese Language and Culture 
Foundation

）と
学
術
交
流
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

同
学
院
の
院
長Philip B. Sanvictores 

氏
は
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
元
留
学
生
連
盟
会
長
、
本
年
は
ア
セ
ア

ン
元
日
本
留
学
生
評
議
会
の
議
長
も
兼
ね
て
お
ら
れ

て
、
そ
の
打
合
せ
を
兼
ね
て
の
来
日
の
機
会
に
、
ご

婦
人
と
と
も
に
本
学
を
訪
問
さ
れ
、
水
田
宗
子
理
事

長
と
会
談
さ
れ
ま
し
た
。

　

フ
ィ
リ
ピ
ン
元
留
学
生
連
盟
は
、
駐
日
フ
ィ
リ

ピ
ン
大
使
で
あ
っ
た
ホ
セ
・
Ｓ
・
ラ
ウ
レ
ル
Ⅲ
世

（JO
SE S. LA

U
REL III

）
に
よ
り
１
９
７
６
年
に

設
立
さ
れ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
日
本
語
文
化
学
院
も
同

氏
が
理
事
長
を
務
め
る
日
比
友
好
財
団
に
よ
っ
て

１
９
９
２
年
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
同
学
院
は
、
日

本
留
学
を
支
援
す
る
た
め
日
本
語
能
力
試
験（JLPT

）

に
対
応
す
る
教
育
を
広
範
に
実
施
し
て
い
ま
す
が
、

日
本
の
産
業
界
の
人
材
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
に
応
じ
、

Ｉ
Ｔ
、
製
造
、
サ
ー
ビ
ス
、
建
設
、
観
光
、
福
祉
介

護
等
々
の
職
業
別
日
本
語
教
育
の
た
め
の
フ
ィ
リ
ピ

ン
人
教
師
の
養
成
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
き
て
お

り
、
こ
の
面
で
の
本
学
と
の
提
携
に
期
待
し
て
い
ま

す
。
こ
の
ほ
か
本
学
か
ら
の
教
師
・
学
生
の
派
遣
も

含
め
た
交
流
を
進
め
て
い
く
こ
と
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
日
本
語
文
化
学
院（PIJLC

）
と
学
術
交
流
協
定
を
締
結

日
時
：
２
０
１
５
年
５
月
15
日

場
所
：
学
校
法
人
城
西
大
学
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス

学術交流協定を締結
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修
学
長
は
日
本
語
教
育
が
専
門
で
、
現
在
の
中
国

の
大
学
学
長
の
中
で
唯
一
日
本
を
専
門
と
す
る
学
者

で
す
。
中
国
の
日
本
語
教
育
の
学
会
で
あ
る
中
国
日

本
語
教
育
研
究
会
の
会
長
を
務
め
、
現
在
は
中
国
教

育
部
の
外
国
語
教
育
指
導
委
員
会
・
日
本
語
委
員
会

の
主
任
、
中
国
翻
訳
協
会
副
会
長
の
要
職
に
あ
り
ま

す
。

　

本
学
と
天
津
外
国
語
大
学
は
、
２
０
０
７
年
10
月

に
学
術
交
流
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。
大
学
院
、
学

部
に
こ
れ
ま
で
３
０
０
人
を
超
え
る
学
生
が
学
び
に

き
て
お
り
、
ま
た
教
員
の
交
流
も
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
２
０
１
１
年
９
月
に
は
、

修
学
長
に
城
西
国
際
大
学
の
名
誉
博
士
号
を
授
与
い

た
し
ま
し
た
。
現
在
、
天
津
外
国
語
大
学
大
学
院
の

14
人
の
学
生
が
、
半
年
間
の
短
期
留
学
で
城
西
国
際

大
学
メ
デ
ィ
ア
学
部
ビ
ジ
ネ
ス
デ
ザ
イ
ン
研
究
科
に

学
ん
で
い
ま
す
。

　

講
演
に
先
立
ち
、
水
田
理
事
長
は
「
世
界
的
に

著
名
な
修
先
生
の
お
話
は
、
私
ど
も
に
大
き
な
示

唆
を
与
え
て
く
れ
る
も
の
に
な
り
ま
す
」
と
挨
拶

し
ま
し
た
。
修
学
長
は
、
副
題
「
中
国
の
大
学
教

育
改
革
の
方
向
性
と
日
中
大
学
間
の
協
働
の
可
能

性
」
が
付
い
た
こ
の
日
の
特
別
講
演
で
「
グ
ロ
ー

バ
ル
人
材
の
育
成
は
こ
れ
か
ら
の
大
学
の
大
き
な

方
向
性
の
一
つ
。
ま
た
、
中
国
で
は
専
門
性
を
持
っ

た
高
度
職
業
人
の
育
成
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
と
高
度
職
業
人
の
育
成
は
、
中

国
と
日
本
の
大
学
の
共
通
認
識
で
目
標
で
も
あ
る
。

交
流
の
歴
史
と
実
績
、
文
化
的
・
距
離
的
に
近
い

こ
と
な
ど
か
ら
、
中
日
大
学
間
の
協
働
に
は
大
き

な
可
能
性
が
あ
る
」
と
指
摘
し
た
う
え
で
、「
天
津

外
国
語
大
学
と
城
西
大
学
、
城
西
国
際
大
学
の
行

動
が
モ
デ
ル
の
一
つ
に
な
れ
ば
い
い
」
と
結
ば
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
昨
今
の
日
中
関
係
に
も
触
れ
、

「
隣
人
と
の
付
き
合
い
を
大
事
に
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
国
民
同
士
の
交
流
を
通
じ
て
、
中
日
関
係

を
良
く
し
な
い
と
い
け
な
い
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。

　

講
演
会
に
は
城
西
国
際
大
学
と
城
西
大
学
の
教

職
員
や
天
津
外
国
語
大
学
は
じ
め
中
国
か
ら
の
留

学
生
ら
約
１
０
０
人
が
参
加
し
、
長
い
経
験
に
裏

打
ち
さ
れ
た
修
学
長
の
お
話
に
熱
心
に
聞
き
入
り
ま

し
た
。

　

歓
談
の
輪
が
広
が
っ
た
講
演
会
後
の
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
で
は
、
天
津
外
国
語
大
学
出
身
で
留
学
生
の
楊
萌

萌
（Y

ang M
engm

eng

）
さ
ん
が
、
瓢
箪
（
ひ
ょ

う
た
ん
）
の
笛
に
よ
る
「
月
の
下
の
竹
」
の
演
奏
を

披
露
す
る
と
、
修
学
長
は
笑
顔
で
大
き
な
拍
手
を
送

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
特
別
講
演
会
を
機
に
、
天
津
外
国
語
大

学
と
本
学
と
の
一
層
の
交
流
の
強
化
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

　

２
０
１
５
年
６
月
22
日
、
学
校
法
人
城
西
大
学
は

東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
で
「
城
西 

日
本
・
ス

ロ
ベ
ニ
ア 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
『
女
性
作
家
と
女
性
映

画
監
督
：
そ
の
歴
史
的
意
義
』」
を
開
催
し
ま
し
た
。

創
立
50
周
年
を
記
念
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
、
駐
日

ス
ロ
ベ
ニ
ア
大
使
館
と
と
も
に
城
西
国
際
大
学
メ

デ
ィ
ア
学
部
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
女
性
学
研
究
所
が
共

催
い
た
し
ま
し
た
。

　

本
学
は
、
駐
日
ス
ロ
ベ
ニ
ア
大
使
館
の
ヘ
レ
ナ
・

ド
ル
ノ
ウ
シ
ェ
ク
・
ゾ
ル
コ
（H

elena D
rnovšek 

Zorko

）
大
使
の
ご
支
援
に
よ
っ
て
、
こ
の
ほ
ど
本

学
と
ス
ロ
ベ
ニ
ア
の
大
学
で
は
初
と
な
る
学
術
交

流
協
定
を
ノ
ヴ
ァ
・
ゴ
リ
ツ
ァ
大
学
（U

niversity 
of N

ova Gorica

）
と
結
び
ま
し
た
。
女
性
で
あ

る
ゾ
ル
コ
大
使
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
問
題
に
つ
い
て

も
関
心
が
高
く
、
女
性
学
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
研
究
の

充
実
を
は
か
る
本
学
と
の
交
流
に
よ
っ
て
、
今
回

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
実
現
し
ま
し
た
。
大
戦
中
は

ナ
チ
ス
の
収
用
所
、
戦
後
は
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
で

投
獄
さ
れ
な
が
ら
人
権
の
た
め
に
闘
っ
た
ス
ロ
ベ

ニ
ア
の
女
性
、
ア
ン
ゲ
ラ
・
ヴ
ォ
デ
（A

ngela 
V

ode

、
１
８
９
２
～
１
９
８
５
年
）
に
つ
い
て
の

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
「
隠
さ
れ
た
記
憶
」（
２

０
０
９
年
）
な
ど
を
め
ぐ
っ
て
、
映
画
や
文
学
、

フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
歴
史
的
意
義
に
つ
い
て
討
議
し
ま

し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
会
に
あ
た
り
、
水
田
宗
子
理

事
長
は
挨
拶
で
「
本
学
は
海
外
の
大
学
、
特
に
中

欧
、
東
欧
諸
国
と
の
協
力
関
係
づ
く
り
に
励
ん
で
き

ま
し
た
。
我
々
に
世
界
、
そ
し
て
日
本
に
つ
い
て

考
え
る
場
を
与
え
て
い
た
だ
き
、
感
謝
申
し
上
げ
た

い
」
と
述
べ
て
、
ゾ
ル
コ
大
使
に
名
誉
栄
誉
教
授
の

称
号
を
授
与
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
ゾ
ル
コ
大

使
は
「
私
は
７
月
末
で
離
任
し
ま
す
が
、
城
西
大
学

と
こ
ん
な
に
良
い
関
係
を
結
ぶ
こ
と
が
出
来
て
、
と

て
も
う
れ
し
く
思
い
ま
す
」
と
感
謝
の
言
葉
を
述
べ

ま
し
た
。

学
校
法
人
城
西
大
学
創
立
50
周
年
記
念

城
西 

日
本
・
ス
ロ
ベ
ニ
ア 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
女
性
作
家
と

女
性
映
画
監
督
：
そ
の
歴
史
的
意
義
」を
開
催

日
時
：
２
０
１
５
年
６
月
22
日

場
所
：
学
校
法
人
城
西
大
学
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス

講演する修学長

挨拶するゾルゴ大使
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学
校
法
人
城
西
大
学
は
、
２
０
１
５
年
７
月
17

日
、
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
で
特
別
講
演
会

「
フ
ラ
ン
ス
で
賞
賛
さ
れ
た
明
治
の
風
刺
画
家 

河
鍋

暁
斎
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
創
立
50
周
年
を
記
念
し

た
特
別
講
演
会
の
一
環
。
ク
リ
ス
ト
フ
・
マ
ル
ケ

（Christophe M
arquet

）
日
仏
会
館
日
本
研
究
セ

ン
タ
ー
所
長
が
講
師
を
つ
と
め
、
学
生
、
教
職
員
の

ほ
か
「
暁
斎
フ
ァ
ン
」
ら
約
１
６
０
人
が
聴
き
入
り

ま
し
た
。

　

河
鍋
暁
斎
（
か
わ
な
べ
・
き
ょ
う
さ
い
、
１
８
２

１
～
１
８
８
９
年
）
は
、
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て

活
躍
し
た
異
端
の
画
家
。
１
８
７
０
（
明
治
３
）
年

　

続
い
て
「
隠
さ
れ
た
記
憶
」
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト

版
の
上
映
が
行
わ
れ
、
マ
ヤ
・
ヴ
ァ
イ
ス
（M

aja 
W

eiss
）
監
督
は
「
ヴ
ォ
デ
は
精
神
の
自
由
が
最
も

大
事
と
言
っ
て
い
た
。
精
神
の
自
由
を
主
張
し
た

ロ
ー
ル
モ
デ
ル
」
な
ど
と
、
ヴ
ォ
デ
の
生
涯
と
映
画

を
解
説
し
ま
し
た
。

　

ノ
ヴ
ァ
・
ゴ
リ
ツ
ァ
大
学
の
カ
テ
ィ
ア
・
ミ
フ
ル

コ
・
ポ
ニ
シ
ュ
（K

atja M
ihurko Poniž

）
ス
ロ

ベ
ニ
ア
文
学
准
教
授
・
人
文
科
学
部
学
部
長
が
基
調

講
演
。
休
憩
を
は
さ
ん
で
、
ゾ
ル
コ
大
使
、
ヴ
ァ
イ

ス
監
督
、
ポ
ニ
シ
ュ
准
教
授
の
三
方
に
、
本
学
側
か

ら
映
画
評
論
家
の
村
川
英
・
城
西
国
際
大
学
客
員
教

授
、
竹
藤
佳
世
・
准
教
授
、
林
千
章
・
講
師
が
加

わ
っ
て
、
和
智
綏
子
・
教
授
の
司
会
で
、
人
権
や

ジ
ェ
ン
ダ
ー
論
、
女
性
作
家
の
未
来
な
ど
を
め
ぐ
っ

て
パ
ネ
ル
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

城
西
国
際
大
学
や
城
西
大
学
の
教
職
員
や
学
生
・

留
学
生
約
１
６
０
人
が
熱
心
に
耳
を
傾
け
、
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
に
引
き
続
い
て
行
わ
れ
た
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で

は
和
や
か
な
雰
囲
気
の
も
と
、
歓
談
の
輪
が
広
が
り

ま
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
機
に
、
本
学
と
ス
ロ
ベ
ニ
ア
、

ノ
ヴ
ァ
・
ゴ
リ
ツ
ァ
大
学
と
の
交
流
の
促
進
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

に
は
筆
禍
事
件
で
捕
え
ら
れ
た
こ
と
も
あ
る
ほ
ど
の

反
骨
精
神
の
持
ち
主
で
、
多
く
の
戯
画
や
風
刺
画
を

残
し
て
い
ま
す
。
狩
野
派
の
流
れ
を
受
け
て
い
る

が
、
他
の
流
派
・
画
法
も
貪
欲
に
取
り
入
れ
、
自
ら

を
「
画
鬼
」
と
称
し
、
そ
の
筆
力
・
写
生
力
は
群
を

抜
い
て
い
た
が
、
近
年
ま
で
日
本
の
美
術
史
の
中
で

は
忘
れ
ら
れ
た
存
在
で
し
た
。
し
か
し
、
欧
州
で
は

19
世
紀
末
に
日
本
の
代
表
的
な
画
家
と
し
て
北
斎
に

次
い
で
賞
賛
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

　

講
演
に
先
立
ち
、
水
田
宗
子
・
学
校
法
人
城
西
大

学
理
事
長
は
「
マ
ル
ケ
先
生
は
、
日
本
と
フ
ラ
ン
ス

の
文
化
交
流
の
研
究
や
人
材
育
成
に
力
を
入
れ
て
き

た
方
で
す
。
本
学
で
は
『
世
界
の
中
の
日
本
』
を

テ
ー
マ
に
し
た
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
持
っ
て
お
り
、

先
生
の
講
演
は
、
学
生
ら
に
大
き
な
示
唆
を
与
え
て

く
れ
る
と
確
信
し
て
い
る
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

講
師
の
ク
リ
ス
ト
フ
・
マ
ル
ケ
氏
は
、
１
９
６
５

年
、
フ
ラ
ン
ス
生
ま
れ
。
日
本
近
世
・
近
代
美
術
史

と
出
版
文
化
史
が
専
門
で
、
編
著
に
「
日
本
の
文

字
文
化
を
探
る
―
―
日
仏
の
視
点
か
ら
」「
テ
キ
ス

ト
と
イ
メ
ー
ジ
を
編
む
―
―
出
版
文
化
の
日
仏
交

流
」
な
ど
が
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
中
村
芳
中
、
葛

飾
北
斎
、
喜
多
川
歌
麿
、
暁
斎
な
ど
数
多
く
の
江

戸
・
明
治
の
画
譜
の
翻
訳
と
復
刻
を
出
版
。
暁
斎
の

遺
作
『
暁
斎
百
鬼
画
談
（K

yôsai hyakki gadan; 
L'histoire illustrée des cent dém

ons

）』
を
仏

訳
・
復
刻
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

マ
ル
ケ
氏
は
、
フ
ラ
ン
ス
を
中
心
に
美
術
館
、
博

物
館
な
ど
を
現
地
調
査
、「
暁
斎
の
足
跡
」
を
追
い

求
め
て
き
ま
し
た
。
そ
の
際
に
写
し
と
っ
た
ス
ラ
イ

ド
を
駆
使
し
な
が
ら
「
暁
斎
は
い
つ
、
な
ぜ
フ
ラ
ン

ス
で
有
名
に
な
っ
た
か
」
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
ま
し

た
。

　

暁
斎
は
、
東
洋
の
宗
教
調
査
の
た
め
に
来
日
し

た
フ
ラ
ン
ス
人
実
業
家
エ
ミ
ー
ル
・
ギ
メ
（Ém

ile 
Étienne Guim

et
）
と
画
家
フ
ェ
リ
ッ
ク
ス
・
レ
ガ

メ
（Félix Régam

ey
）
が
、
１
８
８
０
年
に
彼
ら

の
著
書
『
日
本
散
歩
（Prom

enades japonaises

）』

の
中
で
初
め
て
紹
介
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
フ

ラ
ン
ス
で
諷
刺
画
家
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
ギ
メ
美
術
館
所
蔵
の
絵
本
や
、
フ

ラ
ン
ス
の
有
名
雑
誌
の
表
紙
の
挿
絵
な
ど
も
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。
マ
ル
ケ
氏
は
「
筆
禍
事
件
で
は
、
暁
斎

は
３
か
月
間
、
投
獄
さ
れ
、『
反
骨
の
画
家
』
の
イ

メ
ー
ジ
が
、
フ
ラ
ン
ス
で
定
着
し
ま
し
た
。
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
か
ぶ
れ
ず
、
日
本
的
な
美
意
識
を
全
う
し

た
こ
と
が
高
く
評
価
さ
れ
た
」
と
説
明
し
な
が
ら

「
暁
斎
没
後
に
『
フ
ィ
ガ
ロ
紙
（Le Figaro

）』
が

１
面
で
そ
の
訃
報
記
事
を
掲
載
し
た
ほ
ど
だ
」
と
フ

ラ
ン
ス
で
の
暁
斎
へ
の
関
心
の
高
さ
を
指
摘
さ
れ
ま

し
た
。

　

会
場
に
は
、
ギ
メ
美
術
館
（M

usée Guim
et

）

の
学
芸
員
、
パ
リ
ク
ラ
ブ
、
フ
ラ
ン
ス
日
本
婦
人
会

の
会
員
ら
も
詰
め
か
け
ま
し
た
。
ま
た
、「
曉
齋
展
」

が
東
京
・
三
菱
一
号
館
美
術
館
に
お
い
て
開
催
中

で
、
そ
の
関
係
者
の
姿
も
あ
り
ま
し
た
。

学
校
法
人
城
西
大
学
創
立
50
周
年
記
念
特
別
講
演
会

「
フ
ラ
ン
ス
で
賞
賛
さ
れ
た 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

明
治
の
風
刺
画
家  

河
鍋
暁
斎
」を
開
催

日
時
：
２
０
１
５
年
７
月
17
日

場
所
：
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス

講演するマルケ氏

パネルセッションの様子
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２
０
１
５
年
７
月
14
日
、
詩
人
で
も
あ
る
学
校
法

人
城
西
大
学
の
水
田
宗
子
理
事
長
の
詩
集
『
東
京
の

サ
バ
ス
』（
思
潮
社
）
の
出
版
を
記
念
し
て
、
詩
に

寄
せ
た
造
形
作
家
・
絵
本
作
家
の
森
洋
子
さ
ん
の
挿

絵
原
画
展
が
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
３
号
棟
の

水
田
美
術
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
始
ま
り
ま
し
た
。
城
西

大
学
創
立
50
周
年
の
記
念
事
業
の
一
環
で
、
８
月
２

日
ま
で
開
か
れ
ま
す
。

　
『
東
京
の
サ
バ
ス
』
は
、『
サ
ン
タ
バ
ー
バ
ラ
の
夏

休
み
』『
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
結
婚
式
』
に
続
く
３

部
作
の
完
結
編
。
幾
世
代
に
も
わ
た
っ
て
世
界
各
地

で
暮
ら
す
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
物
語
を
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
な
手

法
で
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
描
い
て
い
ま
す
。
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
政
府
が
、
生
命
の
尊
厳
を
表
現
す
る
東
ア
ジ
ア

の
詩
人
に
贈
る
「
チ
カ
ダ
賞
」
の
受
賞
（
２
０
１
３

年
12
月
）
後
、
新
の
詩
集
刊
行
と
な
り
ま
し
た
。
今

回
の
原
画
展
で
は
、
こ
の
３
部
作
に
加
え
、
詩
集

『
青
い
藻
の
海
』
の
計
４
冊
の
挿
絵
を
担
当
し
た
森

さ
ん
の
全
作
品
、
挿
絵
原
画
45
点
な
ど
計
50
点
を
展

示
し
て
い
ま
す
。
鉛
筆
の
素
描
と
写
真
コ
ラ
ー
ジ
ュ

に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
記
憶
が
折
り
重
な
る
よ
う
な

イ
メ
ー
ジ
の
作
品
で
、
子
ど
も
の
空
想
、
生
と
死
、

時
間
、
記
憶
と
い
っ
た
詩
と
響
き
合
う
作
品
世
界
を

堪
能
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
、
水
田
理
事
長
は

「
詩
集
が
出
来
て
、
森
さ
ん
の
挿
絵
が
添
え
ら
れ
る

と
世
界
が
広
が
る
。
そ
れ
が
次
作
へ
の
構
想
、
創
作

に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
よ
う
に
思
え
る
。
本
日
は
、

そ
の
挿
絵
の
原
画
を
味
わ
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
挨
拶

し
ま
し
た
。
こ
れ
に
応
え
て
森
さ
ん
は
「
詩
は
言
葉

に
よ
っ
て
完
成
さ
れ
た
世
界
で
、
そ
こ
に
絵
を
付
け

る
の
は
難
問
だ
っ
た
。ど
の
よ
う
な
絵
に
な
る
か
は
、

や
っ
て
み
な
い
と
わ
か
ら
な
か
っ
た
が
、
最
後
ま
で

自
由
に
描
か
せ
て
い
た
だ
い
た
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

２
０
１
５
年
７
月
23
日
、
学
校
法
人
城
西
大
学

（
水
田
宗
子
理
事
長
）
は
傘
下
に
牛
丼
チ
ェ
ー
ン
店

の
吉
野
家
や
セ
ル
フ
う
ど
ん
チ
ェ
ー
ン
店
の
は
な
ま

る
な
ど
を
持
つ
株
式
会
社
吉
野
家
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
（
河
村
泰
貴
代
表
取
締
役
社
長
、
以
下
吉
野
家
Ｈ

Ｄ
）
と
、
人
材
育
成
や
共
同
企
画
の
推
進
な
ど
を
目

的
に
連
携
協
力
に
関
す
る
包
括
協
定
を
調
印
し
ま
し

た
。
包
括
協
定
調
印
の
主
な
目
的
と
い
た
し
ま
し
て

は
、
フ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
業
界
の
企
業
人
に
よ
る
実
践

的
な
講
義
や
企
業
人
と
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に

よ
っ
て
、
フ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
業
界
へ
の
理
解
を
深

め
、
進
路
選
択
の
幅
を
広
げ
る
こ
と
な
ど
が
狙
い
で

す
。
今
後
は
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
実
施
、
寄
付

講
座
の
開
講
、
留
学
生
を
対
象
に
し
た
就
職
説
明
会

な
ど
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
日
の
協
定
調
印
に
先
行
す
る
形
で
、
城
西

国
際
大
学
の
経
営
情
報
学
研
究
科
の
院
生
と
経
営

情
報
学
部
の
学
生
を
対
象
に
し
た
吉
野
家
Ｈ
Ｄ
に

よ
る
連
携
講
座
が
５
月
か
ら
７
月
に
か
け
て
行
わ

れ
ま
し
た
。
中
国
や
モ
ン
ゴ
ル
な
ど
か
ら
の
留
学

生
と
一
部
日
本
人
学
生
に
対
し
、
河
村
社
長
や
吉

野
家
Ｈ
Ｄ
グ
ル
ー
プ
の
社
員
の
方
々
が
フ
ー
ド
サ
ー

ビ
ス
業
界
の
展
望
を
は
じ
め
、
吉
野
家
の
人
材
育

成
と
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
、
ブ
ラ
ン

ド
と
広
告
戦
略
な
ど
を
テ
ー
マ
に
講
義
。
埼
玉
県
の

吉
野
家
東
京
工
場
見
学
も
行
い
、
学
生
に
よ
る
意
見

発
表
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
、
一
層
の
連
携
強
化

を
図
る
た
め
、
包
括
協
定
を
結
ぶ
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
わ
れ
た
調
印
式

に
は
水
田
理
事
長
や
柳
澤
伯
夫
学
長
、
河
村
社
長
ら

が
出
席
し
て
、
協
定
書
を
交
わ
し
ま
し
た
。
水
田
理

事
長
は
「
学
生
に
と
っ
て
本
当
に
満
足
度
の
高
い
講

座
で
、
素
晴
ら
し
い
経
験
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
色
々
な
事
業
を
進
め
て
い
た
だ
け
れ
ば
大

変
う
れ
し
く
思
い
ま
す
」
と
挨
拶
。
河
村
社
長
は

「
ぜ
ひ
学
生
の
皆
さ
ま
に
飲
食
業
の
実
態
、
本
当
の

姿
を
知
っ
て
も
ら
い
、
そ
れ
が
、
私
ど
も
が
目
指
し

て
い
る
飲
食
業
の
地
位
向
上
に
つ
な
が
れ
ば
と
思
い

ま
す
」
と
応
え
ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
調
印
式
で
は
連
携
講
座
の
感
想
も
報
告

さ
れ
、「
将
来
、
母
国
で
ビ
ジ
ネ
ス
を
す
る
と
き
の

ヒ
ン
ト
を
数
多
く
得
る
こ
と
が
で
き
た
」（
中
国
人

留
学
生
・
男
子
）、「
研
究
対
象
と
し
て
興
味
が
出

た
。
修
士
論
文
は
吉
野
家
を
テ
ー
マ
に
す
る
予
定
」

（
同
・
女
子
）
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、「
吉
野

家
で
日
本
式
サ
ー
ビ
ス
を
学
び
た
い
」「
グ
ロ
ー
バ

ル
社
員
と
し
て
活
躍
し
た
い
」
な
ど
の
声
も
あ
り
ま

し
た
。

水
田
美
術
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
て

『
東
京
サ
バ
ス
』
出
版
記
念
挿
絵
展
を
開
催

日
時
：
２
０
１
５
年
７
月
14
日

場
所
：
学
校
法
人
城
西
大
学
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス

美術活動

美
術
活
動

学
術
交
流
活
動協定書を交わした水田理事長（右）と河村社長

吉
野
家
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
と
人
材
育
成
や

共
同
企
画
の
推
進
な
ど
を
目
的
と
し
た

連
携
協
力
に
関
す
る
包
括
協
定
を
調
印

日
時
：
２
０
１
５
年
７
月
23
日

場
所
：
学
校
法
人
城
西
大
学
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス

学術交流活動
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そ
の
あ
と
、
城
西
国
際
大
学
メ
デ
ィ
ア
学
部

の
学
生
、
大
連
外
大
（D

alian U
niversity of 

Foreign Languages

）
や
天
津
外
大
（T

ianjin 
Foreign Studies U

niversity

）
な
ど
か
ら
留
学
、

本
学
で
学
ぶ
日
中
連
携
大
学
院
の
院
生
が
、『
青
い

藻
の
海
』『
東
京
の
サ
バ
ス
』
の
一
部
を
朗
読
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
同
時
期
に
出
版
さ
れ
た
楽
譜
集
『
書
か
れ

な
か
っ
た
ラ
ブ
レ
タ
ー
』
の
披
露
も
行
わ
れ
、
来
場

者
は
、
作
曲
者
吉
岡
し
げ
美
さ
ん
に
よ
る
演
奏
、
翻

訳
者
に
よ
る
９
か
国
語
の
詩
の
朗
読
に
多
言
語
キ
ャ

ン
パ
ス
を
体
感
し
ま
し
た
。

●周辺図

城西国際大学メディア学部の学生や大連外大・天津外大などからの留学生、日中連携大
学院の院生らによる朗読

森さんの挿絵


